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1 はじめに 

患者調査は、医師の診断した傷病名に基づく傷病調査で、昭和 23（1948）年

の「施設面からみた医療調査」を前身とするものであり、昭和 28（1953）年に

「患者調査」となった。この調査は、全国の病院及び診療所を利用する患者につ

いて、その傷病の状況等の実態を明らかにし、医療行政の基礎資料を得ることを

目的として３年周期で実施しているものである。 

 患者調査では、従来、推計患者数、推計退院患者数、受療率などを算出してお

り、平成５（1993）年より、再来患者の「平均診療間隔」を用いた「総患者数」

の指標の算出・公表が始まった。これは、平成５年度厚生行政科学研究事業「総

患者数推計のための標準的方法に関する研究（平成６年３月）」（主任研究者：柳

川洋 研究協力者：橋本修二、中村好一）により検討が行われ、その妥当性が確

認されたことから、厚生統計協議会第二部会（平成６（1994）年６月 29 日）に

おいて承認され、平成５（1993）年患者調査より公表されているものである。 

「総患者数」は、通院継続中であって調査日には医療施設を受診していない

（調査対象とならない）患者を含めた患者数の把握を目標としており、「平均診

療間隔」や「調整係数」を用いて一定の仮定をおき、その下で推計しているもの

である。その仮定は、当時の受療状況等を加味して設定されたものである。それ

から年月を経て、疾病構造の変化や、保険診療における薬剤投与期間に係る見直

し、医療技術の向上などにより、診療状況に変化が生じており、それを踏まえた

新たな仮定の設定について検討する必要性が指摘されてきた。 

 このため、令和３（2021）年２月に「厚生労働統計の整備に関する検討会」の

下に「患者調査における「平均診療間隔」及び「総患者数」の算出方法等の見直

しに関するワーキンググループ」(以下「ＷＧ」という。)を設置し、「平均診療

間隔」及び「総患者数」の算出方法等の見直しについて議論した。 

2 「平均診療間隔」及び「総患者数」の算出方法等の見直しについて 

患者調査では、全国の医療施設を利用する患者を対象として、層化無作為抽出

した医療施設を利用した患者を客体としている。入院患者及び外来患者につい

ては、医療施設ごとに指定した１日、退院患者については、９月 1 日～30 日ま

での１か月間を調査日としている。 

調査日当日に、医療施設で受療した患者の推計数である推計患者数は、医療需

要の把握や供給体制などの医療計画策定上、極めて有用な基礎資料として活用

されている。また、公衆衛生や疫学などにおいては、調査日には医療施設で受療



2 

 

していない者も含んだ、調査日現在において継続的に医療を受けている患者数

を推計する意義が大きい。 

 

 

2.1 「平均診療間隔」及び「総患者数」の現状 

 

「総患者数」は、理論的な枠組みと一定の仮定の下に、患者調査で把握し

た情報をもとに下記の推計式を用いて傷病ごとに推計している（図１）。こ

の点で、「総患者数」は、ある傷病で受療中の患者が全国にどれだけいるか

を表す指標とも言える。 

 

総患者数 ＝  推計入院患者数 

      ＋ 推計初診外来患者数 

      ＋(推計再来外来患者数 × 平均診療間隔※1 × 調整係数(6/7) ※2) 

 

再来患者の 

平均診療間隔 
＝ 

Σ（患者票１枚分の推計患者数 × 前回診療日から調査日までの日数） 

推計再来外来患者数 

（注）現行は、前回診療日から調査日までの日数が 31 日以上のものを除外している。 

※１：平均診療間隔とは、外来の再来患者の前回診療日から調査日までの間隔の平均。 

※２：調整係数とは、平日の調査（患者調査）による再来患者数を１週間の平均再来患

者数に調整する係数。6/7 は、１週間のうち１日が休診という診療状況を想定し

たもの。 

 

図１ 総患者数の算出イメージ 

 

Ｃ' 推計再来外来患者数
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推計再来外来患者数 Ｃ 推計

総患者数 （ Ａ + Ｂ + Ｃ + Ｃ’ ）

推計患者数

調査日現在、継続的に医療を

受けているが、調査日当日は
医療施設で受療しなかった

外来患者数を、平均診療間隔と

調整係数により推計
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＊Ａ～Ｃは、調査日当日に医療施設を受療した患者の推計数である。Ａ～Ｃ

の他に、継続的に医療を受けているが、調査日当日には受療していなかった

患者について、「平均診療間隔」と調整係数によって推計したのがＣ’であ

り、Ａ～ＣにＣ’を加えたものが「総患者数」である。 
 

上記の推計式は、ある傷病における外来患者が一定期間ごとに再来すると

いう仮定の下に、患者調査で算出した推計患者数及び「平均診療間隔」を用

い、更に医療施設の稼働日を考慮した調整を行う方法（調整係数）によって

推計するものである。 

ここでの平均診療間隔とは、外来の再来患者の前回診療日から調査日まで

の間隔（診療間隔）の平均をいう。推計に当たっては、推計の対象となる「前

回診療日からの日数」に上限を設けており、診療間隔日数が一定以上の場合

を除外している。これは、診療間隔が極端に長い場合は継続的に医療を受け

ているとせず、再来ではなく初診とみなす方が適当であるとの考えによるも

のである。 

現行の推計では、平成５（1993）年度厚生行政科学研究事業「総患者数推

計のための標準的方法に関する研究（主任研究者 柳川洋）」において、平

均診療間隔の算出に用いる前回診療日から調査日までの日数は上限を 30 日

とすることが妥当であることが確認されたことより、算定対象の上限を 30

日と設定している。 

 

また、「総患者数」の推計には、医療機関の稼働日を考慮して設定された

調整係数があり、これは平日の患者調査による再来患者数を１週間の平均再

来患者数に調整する係数であり、１週間のうち１日が休診という診療状況を

想定し、６／７としたものである。この調整係数について、現在の医療機関

（病院、診療所、歯科診療所）の稼働日と比較したところ、大きな相違は見

られなかった。 

 
 

2.2 現行方法の課題 

 

平均診療間隔の算定に用いる前回診療日から調査日までの上限日数であ

る 30 日の設定（31 日以上は除外）は「総患者数」の推計にも反映されてい

る。しかし、近年は、疾病構造の変化（生活習慣病などの慢性疾患の増加）

や、医療技術の向上による診療内容の変化、及び保険診療における薬剤投与

期間に係る見直しなど、診療状況が大きく変化してきている。これらの変化
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を背景に、診療間隔が長期化してきていると考えられた。 

平成 29 年患者調査における再来患者の診療間隔（週ごと）別累積相対度

数の分布において、現行の平均診療間隔算出上限の 30 日を含む５週目（～

35 日）までの累積相対度数は 74.5％であった。また、90％を超えるのは 12

週目（～84 日）、95％を超えるのは 15 週目（～105 日）であった。（図２） 

診療間隔の長期化に伴い、現行方法（平均診療間隔の算出対象の上限を 30

日としていること）によって算出された平均診療間隔及び総患者数が、過小

評価となっているおそれがあることから、「平均診療間隔」を算出する際の

上限日数について検討を行い、更にそれを踏まえた「総患者数」の影響につ

いて検討を行った。 

注： 本グラフの再来患者数の相対度数及び累積相対度数は、「前回診療（訪問）月日不詳」は除いて算出

した。なお、拡大乗数を乗じる前のデータ件数から算出している。

資料：平成 29 年患者調査より、厚生労働省にて独自集計。
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2.3 新たな方法の検討 

 

「平均診療間隔」及び「総患者数」の算出方法を見直すに当たって、厚生

労働科学研究費補助金（政策科学総合研究事業（統計情報総合研究））平成

27～28（2015～2016）年度「患者調査に基づく受療状況の解析と総患者数の

推計に関する研究（研究代表者：橋本修二）」及び平成 29～30（2017～2018）

年度「患者調査における総患者数推計の妥当性の検証と応用に関する研究

（研究代表者：橋本修二）」において検証した結果を、研究代表者である橋

本修二先生よりご発表いただいた。主な発表内容と検証結果は、以下のとお

りである。 

 

 

   【発表内容及び検証結果】 

平均診療間隔の算定対象について、現行方法（算出対象 30 日以下）の

課題を確認することを目的に 1996～2014 年の患者調査データを用いて、

年次及び主な傷病別に診療間隔分布と診療間隔 30日以上の割合を検討し

た。2014 年の再来患者の割合は、1～3週は 64%、4 週で 11%、5 週が 9％、

6週以降が 15%となっており（図３）、2014 年の再来患者の診療間隔 30 日

以上の割合は、胃がん、肺がん、糖尿病、高血圧性疾患、心疾患、脳血管

疾患、COPD（慢性閉塞性肺疾患）と、多くの傷病において 20％より高か

った。 

以上の結果より、平均診療間隔の算定対象について、現行方法は適切で

ないことが確認された。 

 

    次に、平均診療間隔の算定対象について、現行方法を見直し、新たな方

法を設定することを目的に、1996～2014 年の患者調査データを用いて、

診療間隔分布（形状及び累積割合）、平均診療間隔、総患者数を検討した。 

 

○ 患者調査における診療間隔分布の状況を確認すると、1 週間（7 日）

を単位として周期的に分布しており、４週、８週、12・13 週に分布

の山が見られた（図４）。 
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図３ 診療間隔分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 診療間隔分布の形状 
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○ 診療間隔 13 週までの再来患者の累積度数分布の割合は、2014 年の全

傷病では 96.2％であり、多くの傷病でも 95％程度又はそれ以上だった

（図５）。 

図５ 診療間隔分布の累積割合 

○ 算出対象の上限日数を変えて平均診療間隔を算出すると、2014 年

では、30 日以下とした場合（現行方法）と比較して、13 週（91 日）

以下を対象とした場合の平均診療間隔は 1.68 倍となった。同様に

17 週（119 日）以下を対象とした場合は 1.81 倍となり、13 週から

の増加の程度は比較的少なかった。 

○ 同様に、算出対象の上限日数を変えて総患者数を推計すると、2014

年では、30 日以下とした場合（現行方法）と比較して、13 週（91 日）

以下を対象とした場合の総患者数は傷病別にして 1.09～2.34 倍注と

なった。同様に 17 週（119 日）以下を対象とした場合は傷病別にし

て 1.15～2.65 倍注となり、13 週からの増加の程度は比較的少なかっ

た。 
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注：平均診療間隔の算定対象を 91 日以下とした際の総患者数の計算

結果の、現行方法（平均診療間隔の算定対象が 30 日以下による

総患者数）による計算結果との比を算出したものに該当する数

字として、本研究において算出したもの。総患者数は傷病ごと

に推計を行うため、その倍率は傷病ごとに異なる。 

 

以上より、平均診療間隔の新たな算定対象は 13 週以下とすることが妥

当ではないかと示唆され、その手法によって得られた結果を各種調査等

（国民生活基礎調査、がん登録、レセプト及び社会医療診療行為別統計）

と比較して検証したところ、比較的一致することが確認できたため、その

妥当性が検証された。 

   

 

以上の発表内容及び検証結果より、令和３年２月の第１回ＷＧにおいて

は、平均診療間隔の算定に用いる前回診療日から調査日までの上限日数とし

て、13 週以下（91 日以下）にすることが適切であると見解の一致が得られ

た。 

 

その後、「厚生労働統計の整備に関する検討会」において、臨床現場では、

３か月を目途に再来予定であった場合でも、実際には本来の３か月より遅れ

て受診する場合が多い（患者都合、休診日をはさむ等）ため、平均診療間隔

の算出に用いる前回診療日から調査日までの上限日数は 14 週（98 日）以下

とすることが医療現場の実態と合っているという指摘があった。 

 

 この指摘について、令和３年８月の第２回ＷＧにおいて議論し、臨床現場

の実態をふまえ 14 週（98 日）とすることは理解しやすく問題ないとの見解

が得られた。 

橋本修二先生には、上記研究結果においても、上限日数を 13 週（91 日）

と 14 週（98 日）とした場合の総患者数の比はほぼ同様の値（1.01～1.02 倍）

で殆ど変わらず、14 週（98 日）とすることは、第１回ＷＧの 13 週（91 日）

での妥当性検証の報告も当てはまるため、妥当と言えることをご確認いただ

いた。 

 

以上から、平均診療間隔の算定上限は 14 週（98 日）とすることが妥当と

の結論に至った。 
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2.4 新たな方法の検討結果 

 「平均診療間隔」及び「総患者数」の算出の上限日数については、98 日（14

週）に変更し、以下のとおりの算出方法とする。 

総患者数 ＝  推計入院患者数 

 ＋ 推計初診外来患者数 

 ＋(推計再来外来患者数 × 平均診療間隔※1 × 調整係数(6/7)※2) 

※１：平均診療間隔とは、外来の再来患者の前回診療日から調査日までの間隔の平均であり、

以下のとおり算出する。 

再来患者の 

平均診療間隔 
＝ 

Σ（患者票１枚分の推計患者数 × 前回診療日から調査日までの日数） 

推計再来外来患者数 

（注）前回診療日から調査日までの日数が 99 日以上のものは除外する。 

※２：調整係数とは、平日の調査（患者調査）による再来患者数を１週間の平均再来患者数に

調整する係数。 

新たな算出方法等による「平均診療間隔」及び「総患者数」については、

令和２（2020）年の患者調査から概数・確定数の公表を行うのに併せ、その

確定数から公表すべきである（公表は令和４（2022）年の予定）。また、「平

均診療間隔」及び「総患者数」は、調査により得られた推計値を、さらに一

定の仮定の下に算出した参考値であるという性質に鑑み、今般の見直しによ

り、過去の結果を変更することを求めるものではない。 

令和２（2020）年調査の結果の公表に当たっては、算出方法の変更につい

て、統計利用者に丁寧な説明を行うよう留意すること（概況、政府統計の総

合窓口（e-Stat）、報告書等において用語の定義や経緯の説明を掲載等）、ま

た、利用に当たっての参考のため、新推計による過去の調査結果について、

過去３回調査分（平成 23、26、29（2011、2014、2017）年）を参考値として

公表することを求める。 

なお、今後も医療全体の変化を踏まえ、「総患者数」を含めた「患者調査」

のあり方について、適切な時期に研究を実施するなどして、改めて検討を行

うことが必要である。 
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3 まとめ 

 

患者調査で公表している再来患者の「平均診療間隔」やそれを用いた「総患者

数」について、近年の受療状況の変化に伴い、平均診療間隔及び総患者数の算出

の上限日数を 30 日から 98 日（14 週）に変更するべきである。変更後の算出方

法は以下のとおりである。 

 

総患者数 ＝  推計入院患者数 

       ＋ 推計初診外来患者数 

       ＋(推計再来外来患者数 × 平均診療間隔※1 × 調整係数(6/7)※2) 

 

再来患者の 

平均診療間隔 
＝ 

Σ（患者票１枚分の推計患者数 × 前回診療日から調査日までの日数） 

推計再来外来患者数 

（注）前回診療日から調査日までの日数が 99 日以上のものは除外する。 

※１：平均診療間隔とは、外来の再来患者の前回診療日から調査日までの間隔の平均で

あり、以下のとおり算出する。 

※２：調整係数とは、平日の調査（患者調査）による再来患者数を１週間の平均再来患

者数に調整する係数。6/7 は、１週間のうち１日が休診という診療状況を想定し

たもの。 
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患者調査における「平均診療間隔」及び「総患者数」の算出方法等の見直しに関する 

ワーキンググループについて 

 

令 和 ２ 年 ３ 月 1 6 日 

令和２年８月９日改正 

令和２年 10 月 30 日改正 

令和３年３月８日改正 

厚生労働統計の整備に関する検討会座長決定 

 

 患者調査における「平均診療間隔」及び「総患者数」の算出方法等の見直しに関する検討を

効率的に行うため、厚生労働統計の整備に関する検討会（以下「検討会」という。）の下に患者

調査における「平均診療間隔」及び「総患者数」の算出方法等の見直しに関するワーキンググ

ループを置く。 

 

１．本ワーキンググループの構成員は以下のとおりとする。 

大久保 一郎 （横浜市健康福祉局衛生研究所 所長） 

小 池 創 一 （自治医科大学地域医療学センター地域医療政策部門 教授） 

津 下 一 代 （香川栄養学園女子栄養大学 特任教授） 

樋 田   勉 （獨協大学経済学部国際環境経済学科 教授） 

 

なお、主査は、必要があると認めるときは、検討会の構成員等に意見を聴くことができる。 

 

２．本ワーキンググループは令和４年３月までに検討を行い、検討結果を検討会に報告する。 

 

３．本ワーキンググループは、原則として公開する。ただし、主査は、公開することにより検

討に著しい支障を及ぼすおそれがあると認めるとき、その他正当な理由があると認めるとき

は、会議を非公開とすることができる。 

 

４．本ワーキンググループの資料は、原則として公表する。ただし、主査は、公表することに

より検討に著しい支障を及ぼすおそれがあると認めるとき、その他正当な理由があると認め

るときは、資料を非公表とすることができる。 

 

５．本ワーキンググループは、議事録を作成し公表する。ただし、会議を非公開とする場合に

は、議事要旨を公表する。 

 

６．本ワーキンググループの庶務は、政策統括官（統計・情報政策担当）付参事官（企画調整

担当）付統計企画調整室において行う。 

 

別添１ 
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患者調査における「平均診療間隔」及び「総患者数」の算出方法等の 

見直しに関するワーキンググループ 

【構成員】 

◎大久保 一郎 横浜市健康福祉局衛生研究所 所長 

小池 創一 自治医科大学地域医療学センター地域医療政策部門 教授 

津下 一代 香川栄養学園女子栄養大学 特任教授 

樋 田 勉 獨協大学経済学部国際環境経済学科 教授 

【審議協力者】 

橋本 修二  藤田医科大学医学部衛生学講座 教授 

（敬称略、◎主査） 

別添２ 
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患者調査における「平均診療間隔」及び「総患者数」の算出方法等の 

見直しに関するワーキンググループ 開催実績 

第１回 令和３年２月８日（月）14:00～15:30 

（議事） 

「平均診療間隔」及び「総患者数」の算出方法について 

（資料） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_16460.html 

第２回 令和３年８月６日（金）14:00～16:00 

（議事） 

１ 「平均診療間隔」及び「総患者数」の算出方法について 

２ 患者調査における「平均診療間隔」及び「総患者数」の算出方法等の見直しに関

するワーキンググループ報告書（案）について 

３ その他 

（資料） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_19828.html 

別添３ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_16460.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_19828.html
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成
果

の
概

要
を

示
す

。

3
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報
告

の
内

容

Ⅰ
.
 
平

均
診

療
間

隔

Ⅱ
.
 
調

整
係

数

4

19



Ⅰ
.
 
平

均
診

療
間

隔

5
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平
均

診
療

間
隔
の

現
行
方

法
（
１

）

平
均

診
療

間
隔

と
は

、
患

者
調

査
で

は
、

再
来

患
者

の
前

回
診

療
日

か
ら

調
査

日
ま

で
の

間
隔

（
診

療
間

隔
）

の
平

均
を

い
う

。

極
端

に
長

い
診

療
間

隔
の

患
者

を
除

く
た

め
、

（
継

続
的

に
医

療
を

受
け

て
い

な
い

と
み

る
）

算
定

対
象

を
制

限
す

る
。

平
均

診
療

間
隔

の
算

定
対

象
は

、

現
行

方
法

で
は

、
3
0
日

以
下

の
診

療
間

隔
で

あ
る

。

こ
れ

は
、

1
9
9
0
年

頃
の

診
療

状
況

に
基

づ
い

て
定

め
ら

れ
た

。

（
橋

本
修

二
ほ

か
.
 
厚

生
の

指
標

,
 
1
9
9
4
）

6
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平
均

診
療

間
隔
の

現
行
方

法
（
２

）

平
均

診
療

間
隔

の
算

定
対

象
の

現
行

方
法

（
3
0
日

以
下

）
は

、

以
前

に
は

適
切

で
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

が
、

近
年

の
診

療
状

況
の

変
化

に
伴

っ
て

、

適
切

で
な

い
可

能
性

が
高

い
と

考
え

ら
れ

る
。

（
薬

剤
処

方
の

上
限

1
4
日

分
の

原
則

が
、

2
0
0
2
年

度
に

撤
廃

）

平
均

診
療

間
隔

の
現

行
方

法
の

不
適

切
さ

は
、

総
患

者
数

の
推

計
値

の
過

大
・

過
小

評
価

に
つ

な
が

り
、

各
種

疾
患

の
傷

病
量

や
そ

の
推

移
の

把
握

へ
の

悪
影

響
が

危
惧

さ
れ

る
。

7
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現
行

方
法

の
課
題

の
確
認

：
目
的

、
方
法

目
的

：
平

均
診

療
間

隔
の

算
定

対
象

に
つ

い
て

、

現
行

方
法

（
3
0
日

以
下

）
の

課
題

を
確

認
す

る
。

方
法

：
1
9
9
6
～

2
0
1
4
年

の
患

者
調

査
デ

ー
タ

を
用

い
て

、

年
次

と
主

な
傷

病
別

に
、

診
療

間
隔

分
布

と

診
療

間
隔

3
0
日

以
上

の
割

合
を

検
討

し
た

。

参
考

と
し

て
、

薬
剤

の
処

方
に

関
す

る
資

料
を

確
認

し
た

。

8
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現
行

方
法

の
課
題

の
確
認

：
診
療

間
隔
分

布

0

10203040

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

1
9
9
6
年

2
0
1
4
年

2
01
4年

で
は
、

1～
3週

の
割
合
が

6
4％

4週
の
割
合
が

1
1％

5週
の
割
合
が

9％
6週

以
降
の
割
合

が
1
5％

。

再
来

患
者
の

割
合
（
％
）

診
療

間
隔
（

週
）

0

10203040

胃 が ん

肺 が ん

糖 尿 病

高 血 圧 性 疾 患

心 疾 患

脳 血 管 疾 患

Ｃ Ｏ Ｐ Ｄ

慢 性 腎 不 全

骨 折

胃 が ん

肺 が ん

糖 尿 病

高 血 圧 性 疾 患

心 疾 患

脳 血 管 疾 患

Ｃ Ｏ Ｐ Ｄ

慢 性 腎 不 全

骨 折

再
来

患
者
の

診
療
間
隔
30
日
以
上
の
割
合
（
％
）

2
01
4年

1
99
6年

2
01
4年

で
は
、

多
く
の
傷
病
で

診
療
間
隔
30
日
以
上

の
割
合
が

2
0％

よ
り
大
き
い
。

9
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現
行

方
法

の
課
題

の
確
認

：
(
参

考
)
処

方
期

間

「
調

剤
医

療
費

の
動

向
調

査
」

：
審

査
支

払
機

関
に

お
け

る

レ
セ

プ
ト

電
算

処
理

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
処

理
さ

れ
た

調
剤

報
酬

明
細

書
の

情
報

を
集

計
・

分
析

し
た

も
の

。

処
方

せ
ん

1
枚

当
た

り
投

与
日

数

：
2
0
1
4
年

度
で

は
、

内
服

薬
全

体
が

2
2
.
3
日

血
圧

降
下

剤
が

3
1
.
7
日

糖
尿

病
用

剤
が

3
1
.
9
日

0

10203040

20
05

20
08

20
11

20
14

内
服
薬
全
体

血
圧
降
下
剤

糖
尿
病
用
剤

抗
生
物
質
製
剤

処
方

せ
ん

1枚
当

た
り
投
与
日
数
（
日
）

血
圧
降
下
剤
、
糖
尿
病
用
剤

で
は
、
20
14
年
度
に
は
、

投
与
日
数
が
30
日
以
上
。

1
0
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現
行

方
法

の
課
題

の
確
認

：
ま
と

め
（
１

）

平
均

診
療

間
隔

の
算

定
対

象
に

つ
い

て
、

現
行

方
法

（
3
0
日

以
下

）
は

適
切

で
な

い
と

確
認

さ
れ

た
。

最
近

の
診

療
状

況
に

対
応

し
て

、
見

直
し

が
必

要
で

あ
る

。

算
定

対
象

の
制

限
と

し
て

、

極
端

に
長

い
診

療
間

隔
の

患
者

を
除

く
こ

と
は

、

（
継

続
的

に
医

療
を

受
け

て
い

な
い

と
み

る
）

傷
病

の
診

療
に

係
わ

る
事

項
で

、
容

易
な

議
論

で
な

い
。

算
定

対
象

の
変

更
に

伴
っ

て
、

平
均

診
療

間
隔

は
連

続
的

に
変

化
す

る
と

想
定

さ
れ

、

デ
ー

タ
に

基
づ

く
、

算
定

対
象

の
精

密
な

推
定

は
難

し
い

。 1
1
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現
行

方
法

の
課
題

の
確
認

：
ま
と

め
（
２

）

平
均

診
療

間
隔

の
算

定
対

象
の

見
直

し
と

し
て

、

最
近

の
診

療
状

況
に

つ
い

て
、

患
者

調
査

の
診

療
間

隔
デ

ー
タ

か
ら

分
析

し
、

「
新

規
方

法
の

設
定

」
を

検
討

し
た

。

通
院

継
続

中
患

者
数

な
ど

に
つ

い
て

、

患
者

調
査

以
外

の
デ

ー
タ

か
ら

基
準

値
を

求
め

、

新
規

方
法

の
推

計
値

と
基

準
値

を
比

較
し

、

「
新

規
方

法
の

妥
当

性
検

証
」

を
検

討
し

た
。

1
2
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新
規

方
法

の
設
定

：
目
的

、
方
法

目
的

：
平

均
診

療
間

隔
の

算
定

対
象

に
つ

い
て

、

現
行

方
法

を
見

直
し

、
新

規
方

法
を

設
定

す
る

。

方
法

：
1
9
9
6
～

2
0
1
4
年

の
患

者
調

査
デ

ー
タ

を
用

い
て

、

診
療

間
隔

分
布

（
形

状
と

累
積

割
合

）
、

平
均

診
療

間
隔

、
総

患
者

数
を

検
討

し
た

。

診
療

間
隔

は
7
日

の
周

期
性

か
ら

、
週

単
位

で
扱

っ
た

。

参
考

と
し

て
、

薬
剤

処
方

に
関

す
る

資
料

を
確

認
し

た
。

（
い

わ
ゆ

る
、

9
0
日

処
方

の
関

係
）

結
論

：
平

均
診

療
間

隔
の

算
定

対
象

の
新

規
方

法
と

し
て

、

1
3
週

以
下

（
9
1
日

以
下

）
と

設
定

し
た

。

1
3
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新
規

方
法

の
設
定

：
診
療

間
隔
分

布
の
形

状

0

10203040

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

2
0
1
4
年

1
9
9
6
年

0123

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

2
0
1
4
年

1
9
9
6
年

2
01
4年

で
は
、

診
療
間
隔
の
山
は

8週
、
12
・
1
3週

。
そ
れ
以
降
な
し

診
療
間
隔
（
週
）

診
療

間
隔
（

週
）

再
来

患
者
数

の
割
合
（
％
）
：
0～

3％
の
み

表
示

再
来

患
者
数

の
割
合
（
％
）

診
療
間
隔
は

1・
2週

が
多

い
。

2
01
4年

で
は

、
4週

が
比

較
的

多
い
。

1
4
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新
規

方
法

の
設
定

：
診
療

間
隔
分

布
の
累

積
割
合

0

102030405060708090

10
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

1
9
9
6
年

2
0
1
4
年

診
療
間
隔
13
週
ま
で
の

再
来
患
者
の
累
積
割
合

は
19
9
6年

で
98
.7
％

20
1
4年

で
96
.2
％

再
来

患
者
の

累
積
割
合
（
％
）

診
療

間
隔
（

週
）

9095

10
0

胃 が ん

肺 が ん

糖 尿 病

高 血 圧 性 疾 患

心 疾 患

脳 血 管 疾 患

Ｃ Ｏ Ｐ Ｄ

慢 性 腎 不 全

骨 折

胃 が ん

肺 が ん

糖 尿 病

高 血 圧 性 疾 患

心 疾 患

脳 血 管 疾 患

Ｃ Ｏ Ｐ Ｄ

慢 性 腎 不 全

骨 折

診
療

間
隔

13
週

ま
で
の

再
来
患
者
の
累
積
割
合
（
％
）

2
01
4年

1
99
6年

2
01
4年

で
は
、

多
く
の
傷
病
で
、

診
療
間
隔
13
週
ま
で
の

再
来
患
者
の
累

積
割
合

が
9
5％

程
度
ま
た
は
以
上

0

1
5
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新
規

方
法

の
設
定

：
平
均

診
療
間

隔

0

102030

3
0
日

7
週

9
11

13
15

17

1
9
9
6
年

2
0
1
4
年

20
14
年
の

算
定

対
象

平
均
診
療
間
隔

3
0日

以
下

11
.
2日

(
1.
0
0)

9週
以

下
16
.
6

(
1.
4
8)
 
(0
.
88
)

1
3週

以
下

18
.
9 
 
 (

1.
6
8)
 
(1
.
00
)

1
7週

以
下

20
.
3 
 
 (

1.
8
1)
 
(1
.
07
)

以
下

以
下

平
均

診
療
間

隔
（
日
）

平
均
診
療
間
隔

の
算
定

対
象

0

102030

胃 が ん

肺 が ん

糖 尿 病

高 血 圧 性 疾 患

心 疾 患

脳 血 管 疾 患

Ｃ Ｏ Ｐ Ｄ

慢 性 腎 不 全

骨 折

胃 が ん

肺 が ん

糖 尿 病

高 血 圧 性 疾 患

心 疾 患

脳 血 管 疾 患

Ｃ Ｏ Ｐ Ｄ

慢 性 腎 不 全

骨 折

算
定

対
象

13
週
以
下
の
平
均
診
療

間
隔
（
日

）

2
01
4年

1
99
6年

2
01
4年

で
は
、

多
く
の
傷
病
で

算
定
対
象
13
週
以
下
の

平
均
診
療
間
隔
が
20
日
前
後

1
6
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新
規

方
法

の
設
定

：
総
患

者
数

0.
5

1.
0

1.
5

2.
0

3
0
日

7
週

9
11

13
15

17

1
9
9
6
年

2
0
1
4
年

20
14
年

の
算
定
対
象

総
患
者
数

の
比

3
0日

以
下

1.
00

9週
以
下

1.
46
 
(0

.8
8
)

1
3週

以
下

1.
65
 
(1

.0
0
)

1
7週

以
下

1.
77
 
(1

.0
7
)

以
下

以
下

総
患

者
数
の

比
（
30
日
以
下
を
基
準
）

平
均
診
療
間
隔

の
算
定

対
象

0.
5

1.
0

1.
5

2.
0

胃 が ん

肺 が ん

糖 尿 病

高 血 圧 性 疾 患

心 疾 患

脳 血 管 疾 患

Ｃ Ｏ Ｐ Ｄ

慢 性 腎 不 全

骨 折

胃 が ん

肺 が ん

糖 尿 病

高 血 圧 性 疾 患

心 疾 患

脳 血 管 疾 患

Ｃ Ｏ Ｐ Ｄ

慢 性 腎 不 全

骨 折

算
定

対
象

13
週

以
下
の

総
患
者
数
の
比
（
30
日
以
下
を
基
準
）

2
01
4年

1
99
6年

2
01
4年

で
は
、

算
定
対
象
13
週
以
下

の
総
患
者
数
は
、

3
0日

以
下
に
対
す
る

比
が
1.
6
5倍

前
後
、

傷
病
で
異
な
る

1
7
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新
規

方
法

の
設
定

：
(
参

考
)
処

方
期

間

「
長

期
処

方
に

つ
い

て
の

ア
ン

ケ

ー
ト

調
査

報
告

．
日

本
医

師
会

総
合

政
策

研
究

機
構

」

：
医

師
約

3
,
9
0
0
人

に
対

す
る

2
0
1
0
年

の
質

問
紙

調
査

。

「
病

状
が

安
定

し
て

定
期

的
に

通
院

し
て

い
る

患
者

さ
ん

に

つ
い

て
、

も
っ

と
も

多
い

処
方

日
数

は
」

の
回

答
は

、

4
・

8
・

1
2
・

1
3
週

が
多

く
、

1
4
週

以
上

が
少

な
い

。
1

4
8

12
14

1
4

8
12

14
0

1020

以
上

最
も

多
い
処

方
期
間
の
割
合
（
％
）

処
方

期
間
（
週
）
以
上

6
3
％

病
院

一
般

診
療
所

処
方
期
間
（
週
）

1
8
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新
規

方
法

の
設
定

：
ま
と

め

患
者

調
査

に
よ

る
診

療
間

隔
分

布
を

み
る

と
、

山
が

4
週

、
8
週

と
1
2
・

1
3
週

に
あ

り
、

1
4
週

以
降

に
な

か
っ

た
。

医
師

調
査

に
よ

る
薬

剤
の

処
方

期
間

も
同

様
の

傾
向

で
あ

っ
た

。

再
来

患
者

の
累

積
割

合
は

、
診

療
間

隔
が

1
3
週

時
点

で
、

多
く

の
傷

病
で

、
9
5
％

程
度

ま
た

は
そ

れ
以

上
で

あ
っ

た
。

算
定

対
象

の
拡

大
に

伴
う

、
平

均
診

療
間

隔
と

総
患

者
数

の
増

加
は

い
ず

れ
も

、
1
3
週

以
降

で
比

較
的

小
さ

か
っ

た
。

以
上

よ
り

、
平

均
診

療
間

隔
の

算
定

対
象

の
新

規
方

法
と

し
て

、

1
3
週

以
下

（
9
1
日

以
下

）
が

適
切

と
判

断
さ

れ
た

。

こ
の

変
更

に
伴

い
、

2
0
1
4
年

の
総

患
者

数
は

、

1
.
6
5
倍

前
後

（
傷

病
で

異
な

る
）

の
増

加
と

推
計

さ
れ

た
。 1
9
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新
規

方
法

の
妥
当

性
検
証

：
目
的

目
的

：
平

均
診

療
間

隔
の

算
定

対
象

の

新
規

方
法

（
1
3
週

以
下

）
の

妥
当

性
検

証
を

試
み

る
。

患
者

調
査

以
外

の
デ

ー
タ

（
課

題
あ

り
）

を
用

い
て

、

4
つ

の
検

討
を

行
う

。

(
A
)
国

民
生

活
基

礎
調

査
に

よ
る

検
討

(
B
)
が

ん
登

録
に

よ
る

検
討

(
C
)
レ

セ
プ

ト
に

よ
る

検
討

(
D
)
社

会
医

療
診

療
行

為
別

調
査

に
よ

る
検

討

2
0
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新
規

方
法

の
妥
当

性
検
証

：
方
法

(
A
)
(
B
)

(
A
)
国

民
生

活
基

礎
調

査
に

よ
る

検
討

主
な

傷
病

（
過

小
評

価
の

た
め

、
悪

性
新

生
物

を
除

く
）

で
、

患
者

調
査

の
通

院
継

続
中

患
者

数
（

入
院

を
除

く
総

患
者

数
）

を

国
民

生
活

基
礎

調
査

の
通

院
者

数
と

比
較

。

（
患

者
の

自
己

申
告

）

(
B
)
が

ん
登

録
に

よ
る

検
討

悪
性

新
生

物
で

、

患
者

調
査

の
通

院
継

続
中

患
者

数
を

が
ん

登
録

に
よ

る
5
年

有
病

数
と

比
較

。

（
当

該
年

に
生

存
す

る
過

去
5
年

以
内

の
診

断
者

数
）

2
1

36



(
A
)
国

民
生

活
基
礎

調
査
に

よ
る
検

討

患
者

調
査

の
新

規
方

法
に

よ
る

通
院

継
続

中
患

者
数

は
、

国
民

生
活

基
礎

調
査

の
通

院
者

数
と

5
傷

病
で

0
.
8
8
～

1
.
2
3
倍

と
比

較
的

一
致

し
た

。

慢
性

閉
塞

性
肺

疾
患

と
脂

質
異

常
症

で
あ

ま
り

一
致

し
な

か
っ

た
。

（
国

民
生

活
基

礎
調

査
の

通
院

患
者

数
に

は
患

者
申

告
に

伴
う

課
題

あ
り

）
10

0
1,

00
0

10
,0

00
10

0

1,
00

0

10
,0

00
新
規
方
法

現
行
方
法

慢
性

閉
塞
性

肺
疾
患

骨
折

脳
卒
中

喘
息

糖
尿
病

脂
質

異
常
症

高
血
圧

性
疾
患

2
01
3年

の
患

者
調
査
の
通
院
継
続
中
患
者
数

（
千
人
）

2
01
3年

の
国

民
生
活
基
礎
調
査
の
通
院
者
数
（
千
人
）

平
均

診
療
間
隔
の

2
2
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(
B
)
が

ん
登

録
に
よ

る
検
討

患
者

調
査

の
新

規
方

法
に

よ
る

通
院

継
続

中
患

者
数

は
、

が
ん

登
録

の
5
年

有
病

数
と

悪
性

新
生

物
・

4
部

位
で

、
0
.
7
8
～

1
.
2
5
倍

と
比

較
的

一
致

し
た

。

乳
が

ん
で

、
あ

ま
り

一
致

し
な

か
っ

た
。

（
罹

患
か

ら
5
年

以
降

の
治

療
継

続
患

者
が

比
較

的
多

く
、

5
年

有
病

数
に

課
題

あ
り

）
1
0
0

1
,0

0
0

1
0
0

1
,0

0
0

新
規
方
法

現
行
方
法

肺
が
ん

胃
が
ん

大
腸
が
ん

悪
性

新
生
物

乳
が
ん

2
01
2年

の
患

者
調
査
の
通
院
継
続
中
患
者
数

（
千
人
）

2
01
0～

2
01
4年

の
年
平
均
の
5年

有
病
数
（
千
人
）

平
均

診
療
間
隔
の

2
3
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新
規

方
法

の
妥
当

性
検
証

：
方
法

(
C
)
(
D
)

(
C
)
レ

セ
プ

ト
に

よ
る

検
討

健
康

保
険

組
合

の
大

規
模

な
レ

セ
プ

ト
の

2
0
1
4
年

度
デ

ー
タ

を
個

人
単

位
に

リ
ン

ク
し

て
利

用
。

高
血

圧
性

疾
患

と
糖

尿
病

の

1
0
月

時
点

の
通

院
継

続
中

患
者

数
に

つ
い

て

患
者

調
査

方
法

に
よ

る
推

計
値

を
レ

セ
プ

ト
の

実
測

値
と

比
較

。

(
D
)
社

会
医

療
診

療
行

為
別

調
査

に
よ

る
検

討

社
会

医
療

診
療

行
為

別
調

査
（

1
か

月
レ

セ
プ

ト
）

を
利

用
。

高
血

圧
性

疾
患

と
糖

尿
病

の
1
か

月
の

診
療

実
日

数
に

つ
い

て
、

患
者

調
査

方
法

に
よ

る
推

計
値

を

社
会

医
療

診
療

行
為

別
調

査
の

実
測

値
と

比
較

。

2
4
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(
C
)
レ

セ
プ

ト
に
よ

る
検
討

患
者

調
査

の
新

規
方

法
に

よ
る

高
血

圧
性

疾
患

と
糖

尿
病

の

1
0
月

時
点

の

通
院

継
続

中
患

者
数

は
、

レ
セ

プ
ト

の
実

測
値

よ
り

や
や

多
か

っ
た

。

レ
セ

プ
ト

の
実

測
値

は
、

8
～

1
1
月

の
受

診
者

で
、

4
～

7
月

と
1
2
～

3
月

の

受
診

か
ら

計
算

。

（
長

期
通

院
継

続
中

で
、

開
始

と
中

止
を

含
ま

ず
）

0

10
,0
0
0

20
,0
0
0

30
,0
0
0

40
,0
0
0

50
,0
0
0

高
血

圧
性
疾
患

糖
尿
病

新
規
方
法
の
推
計
値

現
行
方
法
の
推
計
値

レ
セ
プ
ト
の
実
測
値

通
院

継
続
中
患
者
数
（
人
）

2
5
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社
会

医
療

診
療
行

為
別
調

査
に
よ

る
検
討

（
１
）

患
者

調
査

の
新

規
方

法
の

診
療

間
隔

に
基

づ
く

1
か

月
の

高
血

圧
性

疾
患

の

診
療

実
日

数
の

推
計

値
は

、

社
会

医
療

診
療

行
為

別
調

査

に
よ

る
実

測
値

と

類
似

の
低

下
傾

向
。

社
会

医
療

診
療

行
為

別
調

査
は

レ
セ

プ
ト

デ
ー

タ

（
1
か

月
）

の
た

め
、

総
患

者
数

の
算

定
が

不
可

。
0.

6

0.
7

0.
8

0.
9

1.
0

19
99

20
02

20
05

20
08

20
11

20
14

実
測
値

新
規
方
法
の
推
計
値

現
行
方
法
の
推
計
値

1か
月

の
診

療
実

日
数
の
比
（
19
99
年
を
基
準
）

高
血

圧
性

疾
患

2
6
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社
会

医
療

診
療
行

為
別
調

査
に
よ

る
検
討

（
２
）

患
者

調
査

の
新

規
方

法
の

診
療

間
隔

に
基

づ
く

1
か

月
の

糖
尿

病
の

診
療

実
日

数
の

推
計

値
は

、

高
血

圧
と

同
様

に
、

社
会

医
療

診
療

行
為

別
調

査

に
よ

る
実

測
値

と

類
似

の
低

下
傾

向
。

1
か

月
の

診
療

実
日

数
の

低
下

は

診
療

間
隔

の
延

伸
に

対
応

。
0.

6

0.
7

0.
8

0.
9

1.
0

19
99

20
02

20
05

20
08

20
11

20
14

実
測
値

新
規
方
法
の
推
計
値

現
行
方
法
の
推
計
値

1か
月

の
診

療
実

日
数
の
比
（
19
99
年
を
1.

0）

糖
尿

病

2
7
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新
規

方
法

の
妥
当

性
検
証

：
ま
と

め

患
者

調
査

の
新

規
方

法
に

よ
る

通
院

継
続

中
患

者
数

は
、

国
民

生
活

基
礎

調
査

の
主

な
傷

病
の

通
院

者
数

、
お

よ
び

、

が
ん

登
録

の
悪

性
新

生
物

の
5
年

有
病

数
と

比
較

的
一

致
し

た
。

患
者

調
査

の
新

規
方

法
に

よ
る

推
計

値
は

、

高
血

圧
性

疾
患

と
糖

尿
病

で
、

レ
セ

プ
ト

に
よ

る
通

院
継

続
中

患
者

数
の

実
測

値
と

、

社
会

医
療

診
療

行
為

別
調

査
に

よ
る

1
か

月
の

診
療

実
日

数
の

実
測

値
と

比
較

的
一

致
し

た
。

以
上

よ
り

、
比

較
デ

ー
タ

が
限

ら
れ

た
検

討
結

果
で

あ
る

も
の

の
、

平
均

診
療

間
隔

の
算

定
対

象
の

新
規

方
法

に
つ

い
て

、

お
お

よ
そ

妥
当

性
が

検
証

さ
れ

た
。

2
8
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Ⅱ
.
 
調

整
係

数

2
9

44



調
整

係
数

の
現
行

値
と
代

替
値

調
整

係
数

と
は

、
総

患
者

数
の

推
計

に
お

い
て

、

平
日

の
調

査
（

患
者

調
査

）
に

よ
る

再
来

患
者

数
を

1
週

間
の

平
均

再
来

患
者

数
に

調
整

す
る

係
数

を
い

う
。

調
整

係
数

の
現

行
方

法
で

は
、

6
/
7
（

現
行

値
）

で
あ

る
。

1
週

間
の

内
で

日
曜

が
休

診
と

い
う

診
療

状
況

を
想

定
し

た
も

の
で

あ
り

、

1
9
9
0
年

頃
の

受
療

状
況

に
基

づ
い

て
定

め
ら

れ
た

。

（
橋

本
修

二
ほ

か
.
 
厚

生
の

指
標

,
 
1
9
9
4
）

1
週

間
の

内
で

土
曜

の
午

後
と

日
曜

が
休

診
と

い
う

診
療

状
況

を
想

定
し

て
、

5
.
5
/
7
（

代
替

値
）

に

変
更

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。

3
0
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調
整

係
数

の
検
討

：
目
的

、
方
法

目
的

：
最

近
の

医
療

施
設

の
曜

日
別

診
療

状
況

を
確

認
し

た
上

で
、

総
患

者
数

の
推

計
方

法
の

調
整

係
数

に
つ

い
て

，

現
行

値
（

6
/
7
）

と
代

替
値

（
5
.
5
/
7
）

の

適
切

性
を

検
討

す
る

。

方
法

：
2
0
0
5
～

2
0
1
7
年

の
患

者
調

査
と

医
療

施
設

調
査

を
利

用
し

、

病
院

・
一

般
診

療
所

・
歯

科
診

療
所

ご
と

に
検

討
し

た
。

患
者

調
査

に
よ

る
平

日
1
日

の
再

来
患

者
数

に
対

す
る

医
療

施
設

調
査

に
よ

る
1
か

月
間

の
平

均
再

来
患

者
数

の
比

（
調

整
係

数
の

相
当

値
と

呼
ぶ

）
を

算
定

し
た

。

3
1
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曜
日

別
の

診
療
施

設
割
合

：
病
院

月
火

水
木

金
土

日
祝
日

0

20406080

10
0

2
0
0
5
年

2
0
1
7
年

診
療

施
設
割

合
（
％
）

午
後

月
火

水
木

金
土

日
祝

日
0

20406080

10
0

2
0
0
5
年

2
0
1
7
年

診
療

施
設
割
合
（
％
）

午
前

平
日

は
10
0％

、
土

曜
は
70
％

に
近
い
。

年
次

変
化
は
小

平
日

は
80
％
、

土
曜

は
20
％

に
近
い
。

平
日

は
年
次
で

や
や

上
昇
傾
向

3
2
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曜
日

別
の

診
療
施

設
割
合

：
一
般

診
療
所

月
火

水
木

金
土

日
祝
日

0

20406080

10
0

2
0
0
5
年

2
0
1
7
年

診
療

施
設
割

合
（
％
）

午
後

月
火

水
木

金
土

日
祝

日
0

20406080

10
0

2
0
0
5
年

2
0
1
7
年

診
療

施
設
割
合
（
％
）

午
前

木
曜
を
除
く

平
日
と
土
曜

が
高
く
、

木
曜
が

や
や
低
い
。

年
次
変
化
は
小

木
曜

を
除
く

平
日

が
高
く
、

木
曜

と
土
曜
が

低
い
。

年
次

変
化
は
小

3
3
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曜
日

別
の

診
療
施

設
割
合

：
歯
科

診
療
所

月
火

水
木

金
土

日
祝
日

0

20406080

10
0

2
0
0
5
年

2
0
1
7
年

診
療

施
設
割

合
（
％
）

午
後

月
火

水
木

金
土

日
祝

日
0

20406080

10
0

2
0
0
5
年

2
0
1
7
年

診
療

施
設
割
合
（
％
）

午
前

木
曜
を
除
く

平
日
と
土
曜

が
高
く
、

木
曜
が

や
や
低
い
。

年
次
変
化
は
小

木
曜

を
除
く

平
日

が
高
く
、

木
曜

と
土
曜
が

低
い
。

年
次

変
化
は
小

3
4
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調
整

係
数

の
相
当

値

20
05

8
11

14
17

20
05

8
11

14
17

20
05

8
11

14
17

20
05

8
11

14
17

調
整
係
数
の
相
当
値
（
/7
）

7
.0

6
.5

6
.0

5
.5

5
.0

4
.5

4
.0

歯
科

診
療
所

調
整

係
数

の
相

当
値

年
次
の
平
均
値

現
行

値
に
対
す

る
比

病
院
：

6.
2/

7
6.
2
/6
＝

1.
03

一
般
診
療
所
：
5.
8/

7
5.
8
/6
＝

0.
96

歯
科
診
療
所
：
4.
7/

7
4.
7
/6
＝

0.
78

全
体
：

5
.7
/
7 

  
 
5.
7
/6
＝

0.
94

現
行
値
（
6/
7）

病
院

一
般

診
療
所

全
体

3
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調
整

係
数

の
検
討

：
ま
と

め

2
0
0
5
～

2
0
1
7
年

の
曜

日
別

診
療

状
況

に
つ

い
て

は
、

施
設

の
種

類
の

間
で

相
違

が
あ

り
、

（
病

院
、

一
般

診
療

所
、

歯
科

診
療

所
）

一
方

、
年

次
の

間
で

ほ
ぼ

一
定

傾
向

で
あ

っ
た

。

総
患

者
数

の
推

計
方

法
の

調
整

係
数

に
つ

い
て

は
、

患
者

調
査

と
医

療
施

設
調

査
に

よ
る

相
当

値
か

ら
み

る
と

、

代
替

値
（

5
.
5
/
7
）

へ
の

変
更

が
支

持
さ

れ
ず

、

ま
た

、
歯

科
疾

患
の

推
計

に
課

題
が

あ
る

も
の

の
、

現
行

値
（

6
/
7
）

が
比

較
的

適
切

で
あ

る
と

示
唆

さ
れ

た
。

3
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お
わ

り
に

総
患

者
数

の
推

計
方

法
の

見
直

し
と

し
て

、
下

記
が

提
言

さ
れ

た
。

(
1
)
平

均
診

療
間

隔
の

算
定

対
象

は
、

現
行

の
3
0
日

以
下

か
ら

1
3
週

以
下

（
9
1
日

以
下

）
の

診
療

間
隔

に
変

更
す

る
。

(
2
)
調

整
係

数
は

、
現

行
の

6
/
7
を

変
更

し
な

い
。

総
患

者
数

の
新

し
い

推
計

方
法

へ
の

見
直

し
に

よ
っ

て
、

2
0
1
4
年

の
総

患
者

数
は

1
.
6
5
倍

前
後

（
傷

病
で

異
な

る
）

に

増
加

す
る

と
見

積
も

ら
れ

た
。

総
患

者
数

の
よ

り
正

確
な

推
計

に
向

け
て

、

現
行

方
法

は
見

直
し

が
必

要
で

あ
り

、

新
し

い
推

計
方

法
の

早
期

の
導

入
が

望
ま

れ
る

。

3
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引
用

し
た

研
究
報

告
書
の

研
究
班

（
１
）

平
成

2
7
・

2
8
年
度

厚
生

労
働
科
学

研
究

費
補
助

金

（
政

策
科
学
総

合
研

究
事
業
（

統
計

情
報
総
合

研
究

）
）

患
者

調
査

に
基
づ

く
受

療
状
況
の

解
析

と
総
患
者

数
の

推
計
に
関

す
る

研
究

班

研
究

代
表

者
橋

本
修
二

藤
田

保
健

衛
生

大
学

医
学
部

衛
生

学
講
座

研
究

分
担

者
野

田
龍
也

奈
良

県
立
医

科
大

学
公
衆
衛

生
学

講
座

谷
原

真
一

帝
京

大
学
大

学
院

公
衆
衛
生

学
研

究
科

研
究

協
力

者
今

村
知

明
奈

良
県
立

医
科

大
学

公
衆
衛

生
学

講
座

村
上

義
孝

東
邦

大
学
医

学
部

社
会
医
学

講
座

川
戸

美
由

紀
藤

田
保
健
衛

生
大

学
医
学
部

衛
生

学
講
座

三
重

野
牧

子
自

治
医
科
大

学
情

報
セ
ン
タ

ー
医

学
情
報
学

山
田

宏
哉

藤
田

保
健
衛

生
大

学
医
学
部

衛
生

学
講
座

久
保

慎
一

郎
奈

良
県
立
医

科
大

学
公
衆
衛

生
学

講
座

3
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引
用

し
た

研
究
報

告
書
の

研
究
班

（
２
）

平
成

2
9
・

3
0
年

度
厚

生
労

働
科
学

研
究

費
補
助

金

（
政

策
科
学
総

合
研

究
事
業
（

統
計

情
報
総
合

研
究

）
）

患
者

調
査

に
お
け

る
総

患
者
数
推

計
の

妥
当
性
の

検
証

と
応
用
に

関
す

る
研

究
班

研
究

代
表

者
橋

本
修
二

藤
田

医
科
大

学
医

学
部
衛
生

学
講

座

研
究

分
担

者
谷

原
真
一

久
留

米
大
学

医
学

部
公
衆
衛

生
学

講
座

村
上

義
孝

東
邦

大
学
医

学
部

社
会
医
学

講
座

研
究

協
力

者
今

村
知

明
奈

良
県
立

医
科

大
学

公
衆
衛

生
学

講
座

野
田

龍
也

奈
良

県
立
医

科
大

学
公
衆
衛

生
学

講
座

川
戸

美
由

紀
藤

田
医
科
大

学
医

学
部
衛
生

学
講

座

三
重

野
牧

子
自

治
医
科
大

学
情

報
セ
ン
タ

ー
医

学
情
報
学

山
田

宏
哉

藤
田

医
科
大

学
医

学
部
衛
生

学
講

座

久
保

慎
一

郎
奈

良
県
立
医

科
大

学
公
衆
衛

生
学

講
座
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引
用

文
献

1
)

橋
本

修
二

, 
中

村
好

一
,
 
小

池
創

一
,
 
小

野
寺

す
ゑ

,
 
今
村

知
明

,
 
北

井
暁

子
,

原
徳

壽
, 

柳
川

洋
.
 
厚

生
省

患
者
調
査

に
基

づ
く
総
患

者
数

の
推
計
方

法
に

関
す

る
検

討
.
 
厚

生
の

指
標

,
 
1
9
9
4
;
4
1
(
6
)
:
3
-
1
2
.

2
)

久
保

慎
一

郎
,
 
野

田
龍

也
,
 
川

戸
美

由
紀

,
 
山

田
宏

哉
,
 三

重
野

牧
子

,
谷

原
真

一
, 

村
上

義
孝

,
 
橋

本
修

二
,
 
今
村

知
明

.
 
患

者
調

査
に

お
け
る
平

均
診

療
間

隔
の
分

布
と

再
来

外
来

患
者

数
の
変
化

.
 
日

本
公

衆
衛

生
雑

誌
,

2
0
1
7
;
6
4
(
1
0
)
:
6
1
9
-
2
9
.

3
)

橋
本

修
二

, 
川

戸
美

由
紀

, 
山

田
宏

哉
,
 
齊

藤
千

紘
,
 
三
重

野
牧

子
,

久
保

慎
一

郎
,
 
野

田
龍

也
,
 
今

村
知

明
,
 谷

原
真

一
,
 
村
上

義
孝

.
 
患

者
調

査
に

お
け

る
総
患

者
数

の
推
計
の

妥
当

性
と
応
用

に
関

す
る
研
究

.
 
厚

生
の

指
標

,
2
0
1
8
;
6
5
(
1
2
)
:
1
-
6
.

4
)

三
重

野
牧

子
,
 
橋

本
修

二
,
 
川

戸
美

由
紀

,
 
山

田
宏

哉
,
 久

保
慎

一
郎

,
野

田
龍

也
, 

今
村

知
明

,
 
谷

原
真

一
,
 
村
上

義
孝

.
 
医

療
施

設
の

曜
日
別

診
療

状
況

と
患

者
調

査
の

総
患
者
数

の
推

計
方

法
.
 
厚

生
の

指
標
（

印
刷

中
）

.

4
0
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［参考値］
再来患者の平均診療間隔の推移（現行推計ー新推計（案）），傷病大分類別

注１：平成23年は、宮城県の石巻医療圏、気仙沼医療圏及び福島県を除いた数値である。

（単位：日）

平成23年 平成26年 平成29年 平成23年 平成26年 平成29年 平成23年 平成26年 平成29年
(2011) (2014) (2017) (2011) (2014) (2017) (2011) (2014) (2017)

総数 10.1 11.2 11.6 17.0 19.4 20.8 1.68 1.73 1.79
Ⅰ感染症及び寄生虫症 9.2 10.3 10.8 15.6 17.8 19.9 1.70 1.73 1.84
腸管感染症 6.6 7.3 7.9 10.5 11.3 13.1 1.59 1.55 1.66
結核 15.0 13.3 13.2 26.9 26.0 24.9 1.79 1.95 1.89
皮膚及び粘膜の病変を伴うウイルス性疾患 9.2 10.5 10.4 12.9 14.7 14.9 1.40 1.40 1.43
真菌症 13.1 14.6 14.3 22.8 25.9 28.5 1.74 1.77 1.99
その他の感染症及び寄生虫症 7.7 8.6 10.0 14.3 17.5 22.1 1.86 2.03 2.21

Ⅱ新生物＜腫瘍＞ 10.8 11.2 11.6 22.7 24.6 25.1 2.10 2.20 2.16
（悪性新生物＜腫瘍＞）（再掲） 10.8 11.1 11.5 22.6 24.8 25.2 2.09 2.23 2.19
胃の悪性新生物＜腫瘍＞ 11.4 11.6 12.0 22.2 23.9 24.0 1.95 2.06 2.00
結腸及び直腸の悪性新生物＜腫瘍＞ 11.3 11.3 11.8 21.6 23.8 24.3 1.91 2.11 2.06
気管，気管支及び肺の悪性新生物＜腫瘍＞ 10.2 10.4 11.5 19.1 20.3 21.0 1.87 1.95 1.83
その他の悪性新生物＜腫瘍＞ 10.6 11.1 11.4 23.4 25.9 26.2 2.21 2.33 2.30
良性新生物＜腫瘍＞及びその他の新生物＜腫瘍＞ 11.1 11.6 11.6 22.8 23.7 24.7 2.05 2.04 2.13

Ⅲ血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 11.0 12.3 12.3 20.0 23.2 24.9 1.82 1.89 2.02
貧血 10.4 11.8 11.9 17.7 20.6 22.7 1.70 1.75 1.91
その他の血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 13.0 13.5 13.7 26.9 29.6 30.7 2.07 2.19 2.24

Ⅳ内分泌，栄養及び代謝疾患 15.3 16.9 17.2 26.0 28.9 30.2 1.70 1.71 1.76
甲状腺障害 15.0 14.8 15.6 31.9 34.2 35.5 2.13 2.31 2.28
糖尿病 15.5 17.0 17.6 25.7 28.4 30.3 1.66 1.67 1.72
脂質異常症 ・ ・ 17.9 ・ ・ 29.7 ・ ・ 1.66
その他の内分泌，栄養及び代謝疾患 15.2 17.0 13.4 25.4 28.5 27.6 1.67 1.68 2.06

Ⅴ精神及び行動の障害 13.3 13.9 15.1 18.6 19.5 21.2 1.40 1.40 1.40
統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害 10.6 10.4 12.1 14.0 13.8 16.1 1.32 1.33 1.33
気分［感情］障害（躁うつ病を含む） 15.2 15.9 16.8 20.2 21.3 22.3 1.33 1.34 1.33
神経症性障害，ストレス関連障害及び身体表現性障害 15.3 17.2 17.6 23.0 24.8 25.1 1.50 1.44 1.43
その他の精神及び行動の障害 12.0 13.0 13.8 18.1 19.6 21.3 1.51 1.51 1.54

Ⅵ神経系の疾患 12.2 13.9 14.2 21.4 24.7 25.3 1.75 1.78 1.78
Ⅶ眼及び付属器の疾患 14.6 15.6 15.4 36.5 37.7 39.9 2.50 2.42 2.59
白内障 15.1 14.6 15.1 36.1 36.3 38.5 2.39 2.49 2.55
その他の眼及び付属器の疾患 14.4 16.0 15.6 36.8 38.2 40.4 2.56 2.39 2.59

Ⅷ耳及び乳様突起の疾患 8.0 8.9 9.2 12.9 14.3 15.0 1.61 1.61 1.63
外耳疾患 6.9 8.2 9.1 12.4 15.2 15.3 1.80 1.85 1.68
中耳炎 6.6 7.4 7.9 9.7 10.3 11.1 1.47 1.39 1.41
その他の中耳及び乳様突起の疾患 7.4 8.4 9.1 11.8 14.4 14.7 1.59 1.71 1.62
内耳疾患 10.7 11.6 11.0 16.2 19.3 19.6 1.51 1.66 1.78
その他の耳疾患 10.7 11.6 11.3 18.7 19.7 20.9 1.75 1.70 1.85

 ２：傷病大分類は、平成23、26年は「疾病、傷害及び死因の統計分類（ICD-10(2003年版)準拠）」を適用しており、平成29年
  から同ICD-10(2013年版)準拠を適用している。なお、本表においては、ICD-10(2013年版)に準拠して表章している。

 ３：「現行推計」では平均診療間隔算出における診療間隔31日以上を除外、「新推計（案）」では99日以上を除外している。

現行推計 ［参考値］新推計（案）
【参考】現行推計を1とした

 新推計（案）の比

（第２回ＷＧ 資料2-1-1）

56

テキスト ボックス
（第２回ＷＧ　資料2-1-1）


Administrator
ノート注釈
Administrator : Accepted



平成23年 平成26年 平成29年 平成23年 平成26年 平成29年 平成23年 平成26年 平成29年
(2011) (2014) (2017) (2011) (2014) (2017) (2011) (2014) (2017)

現行推計 ［参考値］新推計（案）
【参考】現行推計を1とした
    新推計（案）の比

Ⅸ循環器系の疾患 15.3 17.0 17.4 23.0 25.8 27.5 1.50 1.52 1.58
高血圧性疾患 16.2 17.9 18.2 23.0 25.6 27.4 1.42 1.43 1.51
（心疾患（高血圧性のものを除く）（再掲）） 14.4 15.5 15.5 25.4 27.8 29.0 1.76 1.79 1.87
虚血性心疾患 14.9 15.8 15.7 26.6 29.4 31.4 1.79 1.86 2.00
その他の心疾患 14.0 15.3 15.4 24.4 26.4 27.3 1.74 1.73 1.77

（脳血管疾患）（再掲） 11.9 13.6 14.2 20.7 24.4 26.6 1.74 1.79 1.87
脳梗塞 12.3 13.9 14.4 20.8 24.3 25.6 1.69 1.75 1.78
その他の脳血管疾患 10.8 12.6 13.8 20.4 24.9 29.2 1.89 1.98 2.12
その他の循環器系の疾患 11.0 12.8 12.9 21.5 26.3 28.2 1.95 2.05 2.19

Ⅹ呼吸器系の疾患 8.8 10.1 10.4 14.0 16.6 17.9 1.59 1.64 1.72
急性上気道感染症 6.9 8.0 8.3 10.1 12.1 13.1 1.46 1.51 1.58
肺炎 4.8 6.1 6.6 7.2 9.9 11.9 1.50 1.62 1.80
急性気管支炎及び急性細気管支炎 6.4 7.4 7.6 9.3 9.9 11.5 1.45 1.34 1.51
気管支炎及び慢性閉塞性肺疾患 11.5 12.9 14.1 17.5 21.1 23.3 1.52 1.64 1.65
喘息 11.0 12.7 12.6 18.5 21.5 22.6 1.68 1.69 1.79
その他の呼吸器系の疾患 10.0 10.8 11.7 15.8 17.9 19.8 1.58 1.66 1.69

ⅩⅠ消化器系の疾患 9.2 10.2 10.9 14.0 15.9 18.1 1.52 1.56 1.66
う蝕 8.9 9.7 10.0 11.8 12.4 13.8 1.33 1.28 1.38
歯肉炎及び歯周疾患 9.7 11.1 12.1 16.2 18.3 21.8 1.67 1.65 1.80
その他の歯及び歯の支持組織の障害 7.4 8.1 8.8 9.2 10.1 10.9 1.24 1.25 1.24
胃潰瘍及び十二指腸潰瘍 13.5 13.7 14.6 22.9 24.5 26.1 1.70 1.79 1.79
胃炎及び十二指腸炎 13.0 13.8 13.9 19.7 22.9 23.7 1.52 1.66 1.71
肝疾患 8.0 9.4 11.6 13.6 17.9 24.8 1.70 1.90 2.14
その他の消化器系の疾患 11.6 12.8 12.7 20.3 22.9 23.8 1.75 1.79 1.87

ⅩⅡ皮膚及び皮下組織の疾患 11.9 13.0 13.3 21.8 24.9 27.1 1.83 1.92 2.04
ⅩⅢ筋骨格系及び結合組織の疾患 6.5 7.4 8.2 10.0 11.9 13.4 1.54 1.61 1.63
炎症性多発性関節障害 11.0 12.6 13.5 19.7 24.0 26.1 1.79 1.90 1.93
脊柱障害 5.6 6.4 7.0 8.0 9.7 10.9 1.43 1.52 1.56
骨の密度及び構造の障害 9.8 11.8 12.9 16.8 19.7 23.2 1.71 1.67 1.80
その他の筋骨格系及び結合組織の疾患 6.7 7.7 8.3 10.0 11.8 12.8 1.49 1.53 1.54

ⅩⅣ腎尿路生殖器系の疾患 7.2 7.8 7.1 14.0 16.3 14.9 1.94 2.09 2.10
糸球体疾患，腎尿細管間質性疾患及び腎不全 3.6 3.4 3.4 5.4 6.0 5.9 1.50 1.76 1.74
乳房及び女性生殖器の疾患 10.9 10.9 10.7 19.9 20.4 20.1 1.83 1.87 1.88
その他の腎尿路生殖器系の疾患 14.7 15.8 15.9 27.9 31.0 31.8 1.90 1.96 2.00

ⅩⅤ妊娠，分娩及び産じょく 10.0 10.8 10.6 12.1 12.3 12.6 1.21 1.14 1.19
流産 8.2 8.1 8.9 10.4 10.6 10.2 1.27 1.31 1.15
妊娠高血圧症候群 9.4 10.9 11.0 10.8 14.2 14.6 1.15 1.30 1.33
単胎自然分娩 13.2 14.3 13.2 18.7 17.3 17.3 1.42 1.21 1.31
その他の妊娠，分娩及び産じょく 10.0 11.0 10.7 11.6 12.2 12.6 1.16 1.11 1.18

ⅩⅥ周産期に発生した病態 13.4 11.7 14.4 24.6 24.5 25.8 1.84 2.09 1.79
ⅩⅦ先天奇形，変形及び染色体異常 11.5 11.8 13.1 26.0 26.1 29.8 2.26 2.21 2.27
ⅩⅧ症状，徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの 9.9 10.9 11.3 18.0 20.3 21.7 1.82 1.86 1.92
ⅩⅨ損傷，中毒及びその他の外因の影響 5.0 5.3 6.0 7.2 8.0 9.1 1.44 1.51 1.52
骨折 6.0 6.8 7.6 8.8 10.2 11.7 1.47 1.50 1.54
その他の損傷，中毒及びその他の外因の影響 4.5 4.6 5.1 6.4 7.0 7.7 1.42 1.52 1.51

ⅩⅩⅠ健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービスの利用 9.5 10.4 10.7 14.4 15.1 15.8 1.52 1.45 1.48
正常妊娠・産じょくの管理 13.8 14.2 13.8 15.5 16.2 15.7 1.12 1.14 1.14
歯の補てつ 8.2 9.0 9.8 10.1 10.8 11.9 1.23 1.20 1.21
その他の保健サービス 12.5 13.1 12.1 24.7 24.6 22.8 1.98 1.88 1.88
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［参考値］
総患者数の推移（現行推計ー新推計（案）），傷病大分類別

注１：平成23年は、宮城県の石巻医療圏、気仙沼医療圏及び福島県を除いた数値である。

（単位：千人）

平成23年 平成26年 平成29年 平成23年 平成26年 平成29年 平成23年 平成26年 平成29年
(2011) (2014) (2017) (2011) (2014) (2017) (2011) (2014) (2017)

Ⅰ感染症及び寄生虫症 1,041 1,168 1,184 1,721 1,975 2,122 1.65 1.69 1.79
腸管感染症 93 91 98 135 129 148 1.45 1.42 1.51
結核 26 20 18 43 36 31 1.65 1.80 1.72
皮膚及び粘膜の病変を伴うウイルス性疾患 292 412 431 401 574 610 1.37 1.39 1.42
真菌症 322 337 384 555 588 755 1.72 1.74 1.97
その他の感染症及び寄生虫症 323 327 284 588 649 604 1.82 1.98 2.13

Ⅱ新生物＜腫瘍＞ 1,957 2,100 2,299 3,898 4,388 4,785 1.99 2.09 2.08
（悪性新生物＜腫瘍＞）（再掲） 1,526 1,626 1,782 3,042 3,450 3,724 1.99 2.12 2.09
胃の悪性新生物＜腫瘍＞ 186 185 196 347 367 376 1.87 1.98 1.92
結腸及び直腸の悪性新生物＜腫瘍＞ 233 261 288 426 526 569 1.83 2.02 1.98
気管，気管支及び肺の悪性新生物＜腫瘍＞ 138 146 169 238 267 292 1.72 1.83 1.73
その他の悪性新生物＜腫瘍＞ 969 1,034 1,128 2,032 2,291 2,489 2.10 2.22 2.21
良性新生物＜腫瘍＞及びその他の新生物＜腫瘍＞ 432 474 518 857 937 1,061 1.98 1.98 2.05

Ⅲ血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 198 209 203 353 388 401 1.78 1.86 1.98
貧血 139 142 139 231 244 262 1.66 1.72 1.88
その他の血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 61 68 65 123 144 140 2.02 2.12 2.15

Ⅳ内分泌，栄養及び代謝疾患 5,235 6,069 6,297 8,836 10,354 11,000 1.69 1.71 1.75
甲状腺障害 349 442 389 740 1,010 878 2.12 2.29 2.26
糖尿病 2,700 3,166 3,289 4,468 5,278 5,649 1.65 1.67 1.72
脂質異常症 ・ ・ 2,205 ・ ・ 3,650 ・ ・ 1.66
その他の内分泌，栄養及び代謝疾患 2,184 2,449 411 3,635 4,082 831 1.66 1.67 2.02

Ⅴ精神及び行動の障害 2,663 3,175 3,481 3,626 4,352 4,762 1.36 1.37 1.37
統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害 713 773 792 885 974 1,002 1.24 1.26 1.27
気分［感情］障害（躁うつ病を含む） 958 1,116 1,276 1,266 1,481 1,679 1.32 1.33 1.32
神経症性障害，ストレス関連障害及び身体表現性障害 571 724 833 857 1,037 1,188 1.50 1.43 1.43
その他の精神及び行動の障害 440 598 606 623 869 900 1.42 1.45 1.49

Ⅵ神経系の疾患 1,557 2,014 1,976 2,629 3,478 3,416 1.69 1.73 1.73
Ⅶ眼及び付属器の疾患 2,982 3,660 3,827 7,348 8,728 9,744 2.46 2.38 2.55
白内障 962 856 947 2,278 2,093 2,382 2.37 2.45 2.52
その他の眼及び付属器の疾患 2,019 2,811 2,884 5,072 6,642 7,369 2.51 2.36 2.56

Ⅷ耳及び乳様突起の疾患 627 583 599 988 924 964 1.58 1.58 1.61
外耳疾患 65 79 87 108 138 139 1.66 1.75 1.60
中耳炎 237 219 218 343 303 302 1.45 1.38 1.39
その他の中耳及び乳様突起の疾患 53 37 67 83 63 107 1.57 1.70 1.60
内耳疾患 124 107 104 185 176 182 1.49 1.64 1.75
その他の耳疾患 155 149 130 265 248 235 1.71 1.66 1.81

 ２：傷病大分類は、平成23、26年は「疾病、傷害及び死因の統計分類（ICD-10(2003年版)準拠）」を適用しており、平成29年
   から同ICD-10(2013年版)準拠を適用している。なお、本表においては、ICD-10(2013年版)に準拠して表章している。

 ３：「現行推計」では平均診療間隔算出における診療間隔31日以上を除外、「新推計（案）」では99日以上を除外している。

現行推計 ［参考値］新推計（案）
【参考】現行推計を1とした
    新推計（案）の比

（第２回ＷＧ 資料2-2-1）
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平成23年 平成26年 平成29年 平成23年 平成26年 平成29年 平成23年 平成26年 平成29年
(2011) (2014) (2017) (2011) (2014) (2017) (2011) (2014) (2017)

現行推計 ［参考値］新推計（案）
【参考】現行推計を1とした
    新推計（案）の比

Ⅸ循環器系の疾患 12,230 13,344 13,005 18,233 20,149 20,481 1.49 1.51 1.57
高血圧性疾患 9,067 10,108 9,937 12,823 14,484 14,898 1.41 1.43 1.50
（心疾患（高血圧性のものを除く）（再掲）） 1,612 1,729 1,732 2,791 3,046 3,173 1.73 1.76 1.83
虚血性心疾患 756 779 720 1,331 1,435 1,417 1.76 1.84 1.97
その他の心疾患 856 951 1,013 1,459 1,611 1,756 1.70 1.69 1.73

（脳血管疾患）（再掲） 1,235 1,179 1,115 2,012 1,988 1,950 1.63 1.69 1.75
脳梗塞 924 860 786 1,485 1,420 1,325 1.61 1.65 1.69
その他の脳血管疾患 311 318 328 527 568 628 1.69 1.79 1.91
その他の循環器系の疾患 324 319 219 609 633 461 1.88 1.98 2.11

Ⅹ呼吸器系の疾患 3,576 3,850 3,677 5,474 6,074 6,066 1.53 1.58 1.65
急性上気道感染症 842 868 866 1,168 1,236 1,286 1.39 1.42 1.48
肺炎 79 69 71 97 89 99 1.23 1.29 1.39
急性気管支炎及び急性細気管支炎 366 340 318 502 435 454 1.37 1.28 1.43
気管支炎及び慢性閉塞性肺疾患 266 299 240 398 479 389 1.50 1.60 1.62
喘息 1,045 1,177 1,117 1,730 1,968 1,993 1.66 1.67 1.78
その他の呼吸器系の疾患 1,015 1,146 1,122 1,563 1,853 1,847 1.54 1.62 1.65

ⅩⅠ消化器系の疾患 8,613 9,500 10,165 12,966 14,547 16,638 1.51 1.53 1.64
う蝕 1,945 1,846 1,907 2,547 2,355 2,605 1.31 1.28 1.37
歯肉炎及び歯周疾患 2,657 3,315 3,983 4,368 5,373 7,086 1.64 1.62 1.78
その他の歯及び歯の支持組織の障害 1,780 1,842 1,833 2,216 2,294 2,266 1.24 1.25 1.24
胃潰瘍及び十二指腸潰瘍 406 318 226 679 563 399 1.67 1.77 1.77
胃炎及び十二指腸炎 571 735 666 858 1,207 1,125 1.50 1.64 1.69
肝疾患 276 251 249 462 470 523 1.67 1.87 2.10
その他の消化器系の疾患 1,095 1,371 1,497 1,867 2,394 2,747 1.71 1.75 1.84

ⅩⅡ皮膚及び皮下組織の疾患 1,833 2,248 2,470 3,278 4,208 4,934 1.79 1.87 2.00
ⅩⅢ筋骨格系及び結合組織の疾患 5,245 5,279 5,733 7,984 8,371 9,322 1.52 1.59 1.63
炎症性多発性関節障害 493 492 522 880 932 1,000 1.78 1.89 1.92
脊柱障害 2,299 2,360 2,360 3,276 3,544 3,647 1.42 1.50 1.55
骨の密度及び構造の障害 445 552 640 761 920 1,150 1.71 1.67 1.80
その他の筋骨格系及び結合組織の疾患 2,064 1,947 2,311 3,063 2,963 3,529 1.48 1.52 1.53

ⅩⅣ腎尿路生殖器系の疾患 1,515 1,743 1,832 2,866 3,579 3,761 1.89 2.05 2.05
糸球体疾患，腎尿細管間質性疾患及び腎不全 418 374 478 606 639 794 1.45 1.71 1.66
乳房及び女性生殖器の疾患 516 617 723 931 1,142 1,340 1.80 1.85 1.85
その他の腎尿路生殖器系の疾患 736 969 864 1,369 1,878 1,703 1.86 1.94 1.97

ⅩⅤ妊娠，分娩及び産じょく 122 138 142 143 154 165 1.17 1.12 1.16
流産 12 11 12 15 14 13 1.25 1.27 1.08
妊娠高血圧症候群 2 2 3 2 3 3 1.00 1.50 1.00
単胎自然分娩 18 13 14 23 15 16 1.28 1.15 1.14
その他の妊娠，分娩及び産じょく 91 111 114 104 122 132 1.14 1.10 1.16

ⅩⅥ周産期に発生した病態 31 30 39 51 55 64 1.65 1.83 1.64
ⅩⅦ先天奇形，変形及び染色体異常 105 131 136 228 282 299 2.17 2.15 2.20
ⅩⅧ症状，徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの 513 500 518 896 896 958 1.75 1.79 1.85
ⅩⅨ損傷，中毒及びその他の外因の影響 1,284 1,325 1,426 1,767 1,897 2,071 1.38 1.43 1.45
骨折 542 580 677 748 821 989 1.38 1.42 1.46
その他の損傷，中毒及びその他の外因の影響 743 748 754 1,019 1,076 1,084 1.37 1.44 1.44

ⅩⅩⅠ健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービスの利用 4,022 4,278 4,513 5,932 6,092 6,534 1.47 1.42 1.45
正常妊娠・産じょくの管理 404 422 358 451 481 405 1.12 1.14 1.13
歯の補てつ 2,024 2,128 2,243 2,507 2,540 2,728 1.24 1.19 1.22
その他の保健サービス 1,736 1,857 1,974 3,181 3,271 3,527 1.83 1.76 1.79
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［
参
考
値
］

総
患
者
数
の
推
移
（
現
行
推
計
ー
新
推
計
（
案
）
）
《
傷
病
別
グ
ラ
フ
》

注
1
：
平
成
2
3
年
は
、
宮
城
県
の
石
巻
医
療
圏
、
気
仙
沼
医
療
圏
及
び
福
島
県
を
除
い
た
数
値
で
あ
る
。

　
2
：
「
現
行
推
計
」
で
は
平
均
診
療
間
隔
算
出
に
お
け
る
診
療
間
隔
3
1
日
以
上
を
除
外
、
「
新
推
計
（
案
）
」
で
は
9
9
日
以
上
を
除
外
し
て
い
る
。

1
,0
4
1
1
,1
6
8
1
,1
8
4

1
,9
5
7
2
,1
0
0
2
,2
9
9
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9
8
2
0
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6
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4
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,0
0
5

3
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7
6
3
,8
5
0
3
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7

1
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2
1
1
,9
7
5
2
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2
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3
,8
9
8
4
,3
8
8
4
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8
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5
3
3
8
8

4
0
1

8
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3
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1
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4
1
1
,0
0
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3
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4
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5
2
4
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6
2

2
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2
9
3
,4
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8
3
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6

7
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4
8

8
,7
2
8

9
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4
4

9
8
8
9
2
4
9
6
4

1
8
,2
3
3

2
0
,1
4
9
2
0
,4
8
1

5
,4
7
4
6
,0
7
4
6
,0
6
6

1
.6
5
1
.6
9
1
.7
9

1
.9
9
2
.0
9
2
.0
8

1
.7
8
1
.8
6
1
.9
8

1
.6
9
1
.7
1
1
.7
5

1
.3
6
1
.3
7
1
.3
7

1
.6
9

1
.7
3
1
.7
3

2
.4
6
2
.3
8
2
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5

1
.5
8
1
.5
8
1
.6
1

1
.4
9
1
.5
1
1
.5
7

1
.5
3
1
.5
8
1
.6
5

0

2,
0
00

4,
0
00

6,
0
00

8,
0
00

10
,0
00

12
,0
00

14
,0
00

16
,0
00

18
,0
00

20
,0
00

22
,0
00

H
2
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H
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H
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9

H
2
3
H
2
6
H
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9
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2
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6
H
2
9

H
2
3
H
2
6
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H
2
6
H
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9

H
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H
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6
H
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9

H
2
3
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H
2
9

Ⅰ
感
染
症

及
び
寄
生
虫
症

Ⅱ
新
生
物

＜
腫
瘍
＞

Ⅲ
血
液
及
び

造
血
器
の
疾
患

並
び
に
免
疫

機
構
の
障
害

Ⅳ
内
分
泌
，

栄
養
及
び

代
謝
疾
患

Ⅴ
精
神
及
び

行
動
の
障
害

Ⅵ
神
経
系
の

疾
患

Ⅶ
眼
及
び

付
属
器
の

疾
患

Ⅷ
耳
及
び

乳
様
突
起
の

疾
患

Ⅸ
循
環
器
系
の

疾
患

Ⅹ
呼
吸
器
系
の

疾
患

総
患
者
数
（
現
行
推
計
）

総
患
者
数
（
新
推
計
）

現
行
推
計
を
1
と
し
た
新
推
計
（案
）の
比

（
単
位
：
千
人
）

8
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9
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0
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0
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0
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4
,0
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4
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3

1
2
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6
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4
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4
7

1
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,6
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8

3
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7
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,2
0
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4
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4
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4
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7
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9
,3
2
2

2
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6
6

3
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7
9
3
,7
6
1

1
4
3
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6
5

5
1

5
5

6
4
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8
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8
2
2
9
9

8
9
6
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6
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5
8

1
,7
6
7
1
,8
9
7
2
,0
7
1

5
,9
3
2
6
,0
9
2
6
,5
3
4

1
.5
1
1
.5
3
1
.6
4

1
.7
9
1
.8
7
2
.0
0

1
.5
2
1
.5
9
1
.6
3

1
.8
9
2
.0
5
2
.0
5

1
.1
7
1
.1
2
1
.1
6

1
.6
5
1
.8
3
1
.6
4

2
.1
7
2
.1
5
2
.2
0

1
.7
5
1
.7
9
1
.8
5

1
.3
8
1
.4
3
1
.4
5

1
.4
7
1
.4
2
1
.4
5

0

2,
0
00

4,
0
00

6,
0
00

8,
0
00

10
,0
00

12
,0
00

14
,0
00

16
,0
00

18
,0
00

20
,0
00

22
,0
00

H
2
3
H
2
6
H
2
9

H
2
3
H
2
6
H
2
9

H
2
3
H
2
6
H
2
9

H
2
3
H
2
6
H
2
9

H
2
3
H
2
6
H
2
9

H
2
3
H
2
6
H
2
9

H
2
3
H
2
6
H
2
9

H
2
3
H
2
6
H
2
9

H
2
3
H
2
6
H
2
9

H
2
3
H
2
6
H
2
9

Ⅹ
Ⅰ
消
化
器
系
の

疾
患

Ⅹ
Ⅱ
皮
膚
及
び

皮
下
組
織
の

疾
患

Ⅹ
Ⅲ
筋
骨
格
系

及
び
結
合
組
織

の
疾
患

Ⅹ
Ⅳ
腎
尿
路

生
殖
器
系
の

疾
患

Ⅹ
Ⅴ
妊
娠
，

分
娩
及
び

産
じ
ょ
く

Ⅹ
Ⅵ
周
産
期
に

発
生
し
た
病
態

Ⅹ
Ⅶ
先
天
奇
形
，

変
形
及
び

染
色
体
異
常

Ⅹ
Ⅷ
症
状
，
徴
候

及
び
異
常
臨
床

所
見
・
異
常
検
査

所
見
で
他
に
分
類

さ
れ
な
い
も
の

Ⅹ
Ⅸ
損
傷
，
中
毒

及
び
そ
の
他
の

外
因
の
影
響

Ⅹ
Ⅹ
Ⅰ
健
康
状
態

に
影
響
を
及
ぼ
す

要
因
及
び
保
健

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

総
患
者
数
（
現
行
推
計
）

総
患
者
数
（
新
推
計
）

現
行
推
計
を
1
と
し
た
新
推
計
（案
）の
比

（
単
位
：
千
人
）
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総
患
者
数
（
平
成
29
年
：
現
行
推
計
）
，
性
・
年
齢
階
級
，
傷
病
大
分
類
別

注
１
：
平
成
29
年
に
お
け
る
傷
病
大
分
類
は
、
「
疾
病
、
傷
害
及
び
死
因
の
統
計
分
類
（
IC
D
-1
0(
20
13
年
版
)準
拠
）
」
を
適
用
し
て
い
る
。

 
２
：
平
均
診
療
間
隔
算
出
に
お
け
る
診
療
間
隔
31
日
以
上
を
除
外
し
て
算
出
し
て
い
る
。

 
３
：
総
数
に
は
年
齢
不
詳
を
含
む
。

（
単
位
：
千
人
）

平
成
29
年
10
月

総
数

０
～
１
４
歳

１
５
～
３
４

３
５
～
６
４

６
５
歳
以
上

（
再
掲
）

７
５
歳
以
上

総
数

０
～
１
４
歳

１
５
～
３
４

３
５
～
６
４

６
５
歳
以
上

（
再
掲
）

７
５
歳
以
上

総
数

０
～
１
４
歳

１
５
～
３
４

３
５
～
６
４

６
５
歳
以
上

（
再
掲
）

７
５
歳
以
上

Ⅰ
感
染
症
及
び
寄
生
虫
症

1,
18
4

22
2

13
1

34
5

49
6

26
3

55
5

12
9

57
15
5

21
9

11
4

62
9

93
75

19
0

27
6

14
9

腸
管
感
染
症

98
38

17
19

23
15

48
22

8
7

11
6

51
16

9
12

13
9

結
核

18
0

1
4

12
9

8
0

0
2

5
4

10
0

1
2

7
5

皮
膚
及
び
粘
膜
の
病
変
を
伴
う
ウ
イ
ル
ス
性
疾
患

43
1

15
0

59
11
8

10
4

55
21
1

86
34

47
44

22
22
1

64
26

70
60

34
真
菌
症

38
4

7
31

12
8

22
6

11
1

18
1

4
8

57
11
3

58
20
3

3
23

72
11
3

53
そ
の
他
の
感
染
症
及
び
寄
生
虫
症

28
4

27
23

84
15
4

83
12
6

16
7

46
58

30
15
9

10
16

39
96

53
Ⅱ
新
生
物
＜
腫
瘍
＞

2,
29
9

19
77

73
3

1,
46
7

80
6

1,
10
9

11
18

23
4

84
5

47
8

1,
19
1

8
59

50
0

62
2

32
8

（
悪
性
新
生
物
＜
腫
瘍
＞
）
（
再
掲
）

1,
78
2

8
23

46
6

1,
28
2

72
1

97
0

5
8

18
5

77
0

44
4

81
2

2
14

28
1

51
2

27
7

胃
の
悪
性
新
生
物
＜
腫
瘍
＞

19
6

0
1

37
15
8

92
13
5

0
0

24
11
1

64
61

0
0

13
47

27
結
腸
及
び
直
腸
の
悪
性
新
生
物
＜
腫
瘍
＞

28
8

0
2

71
21
5

11
5

16
4

0
1

39
12
3

61
12
4

0
1

31
92

54
気
管
，
気
管
支
及
び
肺
の
悪
性
新
生
物
＜
腫
瘍
＞

16
9

0
0

34
13
4

70
10
2

0
0

21
80

41
67

0
0

13
54

29
そ
の
他
の
悪
性
新
生
物
＜
腫
瘍
＞

1,
12
8

7
20

32
4

77
6

44
5

56
9

5
7

10
0

45
7

27
8

55
9

2
13

22
3

32
0

16
7

良
性
新
生
物
＜
腫
瘍
＞
及
び
そ
の
他
の
新
生
物
＜
腫
瘍
＞

51
8

11
54

26
9

18
4

85
13
9

6
10

49
75

35
38
0

5
45

22
0

10
9

50
Ⅲ
血
液
及
び
造
血
器
の
疾
患
並
び
に
免
疫
機
構
の
障
害

20
3

12
32

90
69

40
55

8
3

13
30

18
14
8

4
29

77
38

22
貧
血

13
9

6
26

70
38

26
28

4
1

5
18

12
11
1

2
24

64
20

13
そ
の
他
の
血
液
及
び
造
血
器
の
疾
患
並
び
に
免
疫
機
構
の
障
害

65
6

7
22

31
15

27
4

2
8

13
6

37
2

5
13

18
9

Ⅳ
内
分
泌
，
栄
養
及
び
代
謝
疾
患

6,
29
7

37
14
7

1,
98
7

4,
11
2

2,
01
9

2,
77
5

20
40

1,
00
9

1,
70
2

78
3

3,
52
7

18
10
9

98
2

2,
41
0

1,
23
6

甲
状
腺
障
害

38
9

5
27

16
4

19
0

10
0

73
3

5
33

33
19

31
6

2
22

13
1

15
7

81
糖
尿
病

3,
28
9

5
33

96
0

2,
29
3

1,
13
8

1,
84
8

2
17

61
1

1,
21
7

56
1

1,
44
2

4
16

34
9

1,
07
6

57
7

脂
質
異
常
症

2,
20
5

0
14

69
0

1,
49
3

71
4

63
9

0
8

26
9

35
9

16
1

1,
56
5

0
6

42
0

1,
13
4

55
2

そ
の
他
の
内
分
泌
，
栄
養
及
び
代
謝
疾
患

41
1

27
76

18
1

13
1

64
21
2

15
10

96
91

40
21
1

12
67

92
41

25
Ⅴ
精
神
及
び
行
動
の
障
害

3,
48
1

17
8

53
9

1,
73
1

1,
02
9

51
8

1,
49
0

12
6

23
8

76
2

36
6

16
3

1,
99
2

53
30
1

97
2

66
4

35
5

統
合
失
調
症
，
統
合
失
調
症
型
障
害
及
び
妄
想
性
障
害

79
2

1
92

47
4

22
4

80
37
9

1
46

24
6

86
24

41
4

0
46

22
9

13
9

56
気
分
［
感
情
］
障
害
（
躁
う
つ
病
を
含
む
）

1,
27
6

3
17
7

69
3

40
4

19
3

49
5

1
70

29
6

12
8

55
78
1

2
10
7

39
7

27
6

13
7

神
経
症
性
障
害
，
ス
ト
レ
ス
関
連
障
害
及
び
身
体
表
現
性
障
害

83
3

15
17
1

44
4

20
4

92
28
2

6
63

14
6

67
30

55
1

9
10
8

29
8

13
7

62
そ
の
他
の
精
神
及
び
行
動
の
障
害

60
6

15
9

10
0

13
8

21
3

15
9

35
0

11
8

60
84

93
56

25
6

42
40

54
12
1

10
3

Ⅵ
神
経
系
の
疾
患

1,
97
6

50
12
6

55
7

1,
24
6

89
1

83
0

28
57

27
9

46
5

29
3

1,
14
9

22
69

27
8

78
2

59
9

Ⅶ
眼
及
び
付
属
器
の
疾
患

3,
82
7

17
8

19
7

77
9

2,
65
0

1,
58
9

1,
39
9

86
59

27
6

97
5

58
0

2,
43
1

92
13
8

50
4

1,
67
6

1,
00
9

白
内
障

94
7

0
1

88
85
7

52
7

34
3

0
1

31
31
1

19
0

60
5

0
0

57
54
6

33
8

そ
の
他
の
眼
及
び
付
属
器
の
疾
患

2,
88
4

17
8

19
5

69
2

1,
80
0

1,
06
5

1,
05
7

86
57

24
5

66
8

39
2

1,
82
9

92
13
8

44
8

1,
13
2

67
3

Ⅷ
耳
及
び
乳
様
突
起
の
疾
患

59
9

12
4

31
13
4

31
0

17
7

24
1

71
10

43
11
8

64
35
8

53
20

91
19
3

11
3

外
耳
疾
患

87
17

8
24

38
21

42
11

3
8

19
9

45
6

4
15

18
12

中
耳
炎

21
8

98
6

25
88

48
10
3

56
2

10
36

18
11
4

43
4

15
52

30
そ
の
他
の
中
耳
及
び
乳
様
突
起
の
疾
患

67
3

3
12

49
29

23
1

2
4

16
10

44
1

1
8

33
19

内
耳
疾
患

10
4

0
6

38
58

33
27

0
2

8
17

9
77

0
4

30
41

24
そ
の
他
の
耳
疾
患

13
0

7
8

37
79

48
48

3
2

13
30

18
82

3
6

24
49

30
Ⅸ
循
環
器
系
の
疾
患

13
,0
05

18
40

2,
75
4

10
,2
13

6,
24
5

5,
93
3

6
22

1,
55
3

4,
35
9

2,
36
4

7,
08
9

12
17

1,
20
3

5,
86
2

3,
88
4

高
血
圧
性
疾
患

9,
93
7

4
18

2,
27
0

7,
67
0

4,
52
0

4,
31
3

0
13

1,
24
8

3,
06
1

1,
57
8

5,
64
3

3
5

1,
02
5

4,
61
8

2,
94
5

（
心
疾
患
（
高
血
圧
性
の
も
の
を
除
く
）
（
再
掲
）
）

1,
73
2

5
12

26
8

1,
44
5

98
2

96
3

2
6

18
9

76
6

46
1

77
5

3
7

81
68
3

52
4

虚
血
性
心
疾
患

72
0

0
2

11
9

59
7

37
4

44
9

0
1

92
35
7

19
6

27
4

0
2

29
24
3

17
9

そ
の
他
の
心
疾
患

1,
01
3

5
10

14
9

84
9

60
8

51
5

2
5

97
41
0

26
5

50
1

3
5

52
44
0

34
5

（
脳
血
管
疾
患
）
（
再
掲
）

1,
11
5

1
4

17
3

93
3

63
9

55
6

1
2

10
0

45
0

27
7

55
8

0
2

73
48
2

36
2

脳
梗
塞

78
6

1
1

94
68
8

49
7

39
6

0
1

57
33
6

21
7

39
0

0
0

37
35
2

28
0

そ
の
他
の
脳
血
管
疾
患

32
8

1
3

79
24
4

14
2

16
0

0
1

44
11
4

60
16
8

0
2

35
13
0

82
そ
の
他
の
循
環
器
系
の
疾
患

21
9

8
6

50
15
5

94
10
7

2
2

24
79

43
11
2

6
4

26
76

51

総
数

男
女
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ANIHO
テキスト ボックス



（
単
位
：
千
人
）

平
成
29
年
10
月

総
数

０
～
１
４
歳

１
５
～
３
４

３
５
～
６
４

６
５
歳
以
上

（
再
掲
）

７
５
歳
以
上

総
数

０
～
１
４
歳

１
５
～
３
４

３
５
～
６
４

６
５
歳
以
上

（
再
掲
）

７
５
歳
以
上

総
数

０
～
１
４
歳

１
５
～
３
４

３
５
～
６
４

６
５
歳
以
上

（
再
掲
）

７
５
歳
以
上

Ⅹ
呼
吸
器
系
の
疾
患

3,
67
7

1,
34
1

33
8

87
8

1,
12
5

66
2

1,
77
1

73
8

13
9

33
9

56
1

33
4

1,
90
6

60
3

19
9

54
0

56
5

32
8

急
性
上
気
道
感
染
症

86
6

41
8

12
3

19
3

12
8

70
38
0

21
7

44
71

47
26

48
6

20
1

79
12
2

81
44

肺
炎

71
9

3
9

50
39

38
5

1
4

28
20

33
4

1
5

23
20

急
性
気
管
支
炎
及
び
急
性
細
気
管
支
炎

31
8

19
2

26
55

44
21

15
0

97
11

23
18

10
16
8

95
15

32
26

12
気
管
支
炎
及
び
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

24
0

2
5

33
19
9

13
8

16
1

1
2

17
14
1

94
79

1
3

16
58

44
喘
息

1,
11
7

42
1

75
30
3

32
9

17
4

50
9

24
0

32
11
7

12
9

67
60
7

18
1

43
18
7

20
1

10
6

そ
の
他
の
呼
吸
器
系
の
疾
患

1,
12
2

30
9

11
5

31
0

39
1

22
6

56
0

18
4

54
11
8

20
5

12
0

56
2

12
4

62
19
2

18
6

10
6

Ⅹ
Ⅰ
消
化
器
系
の
疾
患

10
,1
65

59
1

1,
02
8

3,
83
6

4,
68
4

2,
31
0

4,
28
0

30
9

45
1

1,
55
5

1,
95
6

93
4

5,
88
6

28
2

57
7

2,
28
2

2,
72
8

1,
37
6

う
蝕

1,
90
7

28
9

32
8

72
0

56
7

25
6

83
2

14
9

13
9

28
9

25
5

12
1

1,
07
5

14
0

18
9

43
1

31
2

13
6

歯
肉
炎
及
び
歯
周
疾
患

3,
98
3

17
6

29
5

1,
47
5

2,
04
3

94
2

1,
62
1

97
12
5

57
5

83
0

36
9

2,
36
3

78
17
1

90
0

1,
21
3

57
3

そ
の
他
の
歯
及
び
歯
の
支
持
組
織
の
障
害

1,
83
3

87
26
0

85
5

62
1

27
0

76
1

42
12
9

33
6

25
0

11
0

1,
07
3

46
13
0

52
0

37
1

16
1

胃
潰
瘍
及
び
十
二
指
腸
潰
瘍

22
6

0
8

65
15
3

87
11
6

0
5

35
76

38
11
0

0
3

31
77

49
胃
炎
及
び
十
二
指
腸
炎

66
6

2
28

21
5

42
0

23
9

23
9

1
12

76
15
0

88
42
7

1
16

13
9

27
0

15
1

肝
疾
患

24
9

1
8

10
2

13
9

69
12
7

0
4

62
61

26
12
3

0
5

39
78

43
そ
の
他
の
消
化
器
系
の
疾
患

1,
49
7

58
10
8

47
8

85
2

49
4

67
3

31
40

21
9

38
2

20
4

82
4

27
68

25
8

46
9

29
0

Ⅹ
Ⅱ
皮
膚
及
び
皮
下
組
織
の
疾
患

2,
47
0

40
7

49
4

84
5

72
9

38
9

1,
09
2

21
9

20
0

32
2

35
1

18
4

1,
37
9

18
8

29
4

52
4

37
8

20
4

Ⅹ
Ⅲ
筋
骨
格
系
及
び
結
合
組
織
の
疾
患

5,
73
3

57
12
8

1,
38
3

4,
15
2

2,
57
6

1,
83
5

32
57

50
9

1,
23
7

72
5

3,
90
3

25
71

87
5

2,
92
2

1,
85
6

炎
症
性
多
発
性
関
節
障
害

52
2

3
12

20
8

29
9

14
4

19
1

2
4

91
95

40
32
9

2
7

11
7

20
4

10
3

脊
柱
障
害

2,
36
0

12
63

59
8

1,
68
1

1,
04
7

98
3

5
31

26
5

68
0

40
7

1,
37
8

7
32

33
3

1,
00
1

64
1

骨
の
密
度
及
び
構
造
の
障
害

64
0

3
4

51
58
1

39
6

43
1

2
3

37
28

59
7

1
2

49
54
3

36
8

そ
の
他
の
筋
骨
格
系
及
び
結
合
組
織
の
疾
患

2,
31
1

39
49

55
9

1,
66
1

1,
02
3

64
8

24
20

16
5

43
9

25
6

1,
66
3

15
30

39
3

1,
22
3

76
8

Ⅹ
Ⅳ
腎
尿
路
生
殖
器
系
の
疾
患

1,
83
2

26
23
9

68
9

87
7

53
2

75
7

16
22

17
1

55
4

33
4

1,
07
8

10
21
7

53
1

32
4

19
9

糸
球
体
疾
患
，
腎
尿
細
管
間
質
性
疾
患
及
び
腎
不
全

47
8

15
11

13
6

31
9

18
2

28
5

9
6

90
18
2

93
19
4

6
6

47
13
7

89
乳
房
及
び
女
性
生
殖
器
の
疾
患

72
3

2
20
5

44
2

75
35

2
0

1
1

1
0

72
1

1
20
4

44
1

75
35

そ
の
他
の
腎
尿
路
生
殖
器
系
の
疾
患

86
4

10
23

17
3

66
1

41
6

64
6

7
16

11
1

51
5

32
2

22
4

3
7

63
15
1

97
Ⅹ
Ⅴ
妊
娠
，
分
娩
及
び
産
じ
ょ
く

14
2

0
94

47
-

-
･

･
･

･
･

･
14
2

0
94

47
-

-
流
産

12
-

6
5

-
-

･
･

･
･

･
･

12
-

6
5

-
-

妊
娠
高
血
圧
症
候
群

3
-

2
1

-
-

･
･

･
･

･
･

3
-

2
1

-
-

単
胎
自
然
分
娩

14
0

9
4

-
-

･
･

･
･

･
･

14
0

9
4

-
-

そ
の
他
の
妊
娠
，
分
娩
及
び
産
じ
ょ
く

11
4

0
77

36
-

-
･

･
･

･
･

･
11
4

0
77

36
-

-
Ⅹ
Ⅵ
周
産
期
に
発
生
し
た
病
態

39
39

0
-

-
-

21
21

0
-

-
-

18
18

0
-

-
-

Ⅹ
Ⅶ
先
天
奇
形
，
変
形
及
び
染
色
体
異
常

13
6

78
18

23
17

7
64

39
9

9
8

2
72

39
10

14
9

4
Ⅹ
Ⅷ
症
状
，
徴
候
及
び
異
常
臨
床
所
見
・
異
常
検
査
所
見
で
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の

51
8

53
42

16
9

25
5

15
1

20
6

31
14

65
97

57
31
2

22
28

10
4

15
8

94
Ⅹ
Ⅸ
損
傷
，
中
毒
及
び
そ
の
他
の
外
因
の
影
響

1,
42
6

17
4

17
3

42
2

65
9

42
8

62
8

99
10
4

20
3

22
2

13
0

79
7

75
69

21
8

43
7

29
8

骨
折

67
7

67
45

15
4

41
1

29
3

24
9

44
32

72
10
2

67
42
8

23
13

82
30
9

22
6

そ
の
他
の
損
傷
，
中
毒
及
び
そ
の
他
の
外
因
の
影
響

75
4

10
7

12
9

26
9

25
1

13
6

38
1

55
73

13
3

12
2

64
37
3

52
56

13
6

13
0

73
Ⅹ
Ⅹ
Ⅰ
健
康
状
態
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
及
び
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

4,
51
3

58
6

65
1

1,
23
2

2,
10
6

1,
23
1

1,
60
4

28
9

10
9

40
9

82
7

46
8

2,
91
1

29
7

53
9

82
5

1,
28
0

76
3

正
常
妊
娠
・
産
じ
ょ
く
の
管
理

35
8

0
25
8

10
0

-
-

･
･

･
･

･
･

35
8

0
25
8

10
0

-
-

歯
の
補
て
つ

2,
24
3

2
10
3

71
9

1,
41
3

80
1

90
9

2
48

29
4

56
5

30
9

1,
33
4

1
55

42
6

84
8

49
2

そ
の
他
の
保
健
サ
ー
ビ
ス

1,
97
4

58
5

30
2

41
8

70
0

43
4

71
5

28
8

61
11
4

26
3

15
9

1,
26
0

29
7

23
9

30
6

43
8

27
5

男
女

総
数
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［
参
考
値
］

総
患
者
数
（
平
成
29
年
：
新
推
計
（
案
）
）
，
性
・
年
齢
階
級
，
傷
病
大
分
類
別

注
１
：
平
成
29
年
に
お
け
る
傷
病
大
分
類
は
、
「
疾
病
、
傷
害
及
び
死
因
の
統
計
分
類
（
IC
D
-1
0(
20
13
年
版
)準
拠
）
」
を
適
用
し
て
い
る
。

 
３
：
総
数
に
は
年
齢
不
詳
を
含
む
。

（
単
位
：
千
人
）

平
成
29
年
10
月

総
数

０
～
１
４
歳

１
５
～
３
４

３
５
～
６
４

６
５
歳
以
上

（
再
掲
）

７
５
歳
以
上

総
数

０
～
１
４
歳

１
５
～
３
４

３
５
～
６
４

６
５
歳
以
上

（
再
掲
）

７
５
歳
以
上

総
数

０
～
１
４
歳

１
５
～
３
４

３
５
～
６
４

６
５
歳
以
上

（
再
掲
）

７
５
歳
以
上

Ⅰ
感
染
症
及
び
寄
生
虫
症

2,
12
2

30
3

20
4

65
3

96
7

49
1

1,
00
4

18
3

95
29
9

42
8

20
9

1,
11
8

12
1

11
0

35
3

53
9

28
2

腸
管
感
染
症

14
8

64
21

27
35

21
81

43
10

11
17

9
67

21
10

17
18

12
結
核

31
1

2
7

21
15

15
0

1
4

10
7

16
1

1
3

11
8

皮
膚
及
び
粘
膜
の
病
変
を
伴
う
ウ
イ
ル
ス
性
疾
患

61
0

19
3

89
17
2

15
4

83
29
8

11
2

52
68

66
31

31
2

81
38

10
5

88
52

真
菌
症

75
5

10
53

25
0

44
7

21
2

34
4

6
19

10
6

21
1

10
6

41
1

4
35

14
3

23
6

10
6

そ
の
他
の
感
染
症
及
び
寄
生
虫
症

60
4

37
39

20
5

32
5

16
5

28
1

22
14

11
5

13
0

59
32
3

15
25

90
19
5

10
6

Ⅱ
新
生
物
＜
腫
瘍
＞

4,
78
5

43
15
8

1,
56
9

3,
01
1

1,
62
5

2,
28
9

25
34

48
2

1,
74
5

97
9

2,
49
7

18
12
4

1,
08
8

1,
26
6

64
6

（
悪
性
新
生
物
＜
腫
瘍
＞
）
（
再
掲
）

3,
72
4

13
50

1,
03
2

2,
62
5

1,
44
7

1,
99
0

9
16

37
2

1,
59
1

90
4

1,
73
4

4
34

66
1

1,
03
4

54
3

胃
の
悪
性
新
生
物
＜
腫
瘍
＞

37
6

0
1

68
30
6

17
5

26
1

0
1

43
21
6

12
2

11
6

0
0

25
90

53
結
腸
及
び
直
腸
の
悪
性
新
生
物
＜
腫
瘍
＞

56
9

0
3

13
9

42
5

22
1

31
8

0
1

76
24
1

11
5

25
0

0
2

64
18
5

10
6

気
管
，
気
管
支
及
び
肺
の
悪
性
新
生
物
＜
腫
瘍
＞

29
2

0
1

57
23
3

12
4

17
7

0
0

33
14
3

76
11
5

0
0

24
90

48
そ
の
他
の
悪
性
新
生
物
＜
腫
瘍
＞

2,
48
9

12
45

76
8

1,
66
2

92
7

1,
23
5

9
14

21
9

99
2

59
2

1,
25
3

4
31

54
8

66
9

33
6

良
性
新
生
物
＜
腫
瘍
＞
及
び
そ
の
他
の
新
生
物
＜
腫
瘍
＞

1,
06
1

30
10
8

53
7

38
5

17
8

29
9

16
18

11
1

15
4

75
76
3

14
90

42
7

23
2

10
4

Ⅲ
血
液
及
び
造
血
器
の
疾
患
並
び
に
免
疫
機
構
の
障
害

40
1

21
56

19
1

13
3

77
11
7

15
13

34
55

34
28
4

7
43

15
7

77
43

貧
血

26
2

9
42

13
8

72
47

57
5

7
12

32
22

20
5

3
35

12
7

40
26

そ
の
他
の
血
液
及
び
造
血
器
の
疾
患
並
び
に
免
疫
機
構
の
障
害

14
0

13
13

53
61

30
60

10
5

23
23

12
80

3
8

31
37

18
Ⅳ
内
分
泌
，
栄
養
及
び
代
謝
疾
患

11
,0
00

82
29
5

3,
85
1

6,
75
2

3,
10
8

4,
95
0

43
89

1,
94
4

2,
86
5

1,
24
0

6,
04
9

40
20
6

1,
90
5

3,
88
6

1,
86
8

甲
状
腺
障
害

87
8

15
64

43
4

36
8

16
4

16
3

8
11

78
67

30
71
5

8
53

35
5

30
1

13
4

糖
尿
病

5,
64
9

11
64

1,
76
7

3,
79
9

1,
81
1

3,
23
7

4
33

1,
15
0

2,
04
6

90
2

2,
41
1

7
30

61
7

1,
75
3

90
9

脂
質
異
常
症

3,
65
0

1
31

1,
28
1

2,
32
3

1,
01
5

1,
11
8

0
21

52
1

56
9

23
2

2,
53
3

0
10

76
0

1,
75
4

78
3

そ
の
他
の
内
分
泌
，
栄
養
及
び
代
謝
疾
患

83
1

55
13
7

37
4

26
4

11
9

43
3

31
23

19
6

18
3

76
39
5

24
11
3

17
7

80
42

Ⅴ
精
神
及
び
行
動
の
障
害

4,
76
2

32
0

72
1

2,
32
6

1,
39
0

69
3

2,
08
6

22
8

32
9

1,
03
2

49
4

21
8

2,
67
7

92
39
2

1,
29
5

89
6

47
5

統
合
失
調
症
，
統
合
失
調
症
型
障
害
及
び
妄
想
性
障
害

1,
00
2

2
11
8

59
9

28
2

10
0

47
7

2
60

30
7

10
9

32
52
5

1
59

29
3

17
3

67
気
分
［
感
情
］
障
害
（
躁
う
つ
病
を
含
む
）

1,
67
9

5
21
8

92
0

53
2

25
8

66
0

2
86

39
8

17
0

75
1,
01
9

2
13
2

52
2

36
2

18
3

神
経
症
性
障
害
，
ス
ト
レ
ス
関
連
障
害
及
び
身
体
表
現
性
障
害

1,
18
8

26
23
3

62
4

30
5

13
6

41
1

13
89

21
6

94
40

77
7

14
14
5

40
8

21
1

96
そ
の
他
の
精
神
及
び
行
動
の
障
害

90
0

28
7

15
2

18
6

27
5

20
1

54
2

21
1

96
11
1

12
4

71
35
8

76
56

75
15
2

13
0

Ⅵ
神
経
系
の
疾
患

3,
41
6

10
4

25
5

1,
01
2

2,
03
9

1,
41
6

1,
47
2

57
11
2

50
3

79
5

49
4

1,
94
4

47
14
3

50
9

1,
24
3

92
2

Ⅶ
眼
及
び
付
属
器
の
疾
患

9,
74
4

43
0

65
4

2,
11
4

6,
54
5

3,
87
9

3,
50
6

20
4

16
9

71
9

2,
40
5

1,
41
6

6,
24
1

22
7

48
5

1,
39
7

4,
14
0

2,
46
3

白
内
障

2,
38
2

1
2

23
2

2,
14
4

1,
32
9

81
6

0
1

78
73
6

46
0

1,
56
7

1
0

15
4

1,
40
9

87
0

そ
の
他
の
眼
及
び
付
属
器
の
疾
患

7,
36
9

43
0

65
3

1,
88
4

4,
40
2

2,
55
0

2,
69
4

20
3

16
8

64
1

1,
67
0

95
7

4,
67
7

22
7

48
5

1,
24
6

2,
73
2

1,
59
4

Ⅷ
耳
及
び
乳
様
突
起
の
疾
患

96
4

17
8

52
22
6

50
6

28
8

38
7

94
17

81
19
5

10
6

57
8

84
35

14
5

31
1

18
2

外
耳
疾
患

13
9

30
16

30
62

34
67

17
5

12
33

16
72

14
11

18
29

18
中
耳
炎

30
2

13
0

9
37

12
5

66
14
3

70
4

15
54

26
15
9

60
5

22
71

40
そ
の
他
の
中
耳
及
び
乳
様
突
起
の
疾
患

10
7

4
5

23
74

41
40

2
3

11
25

15
67

2
3

13
49

25
内
耳
疾
患

18
2

0
10

69
10
2

57
48

0
3

17
28

15
13
5

0
8

51
74

42
そ
の
他
の
耳
疾
患

23
5

15
10

67
14
3

90
90

6
3

25
56

34
14
6

9
8

42
88

56
Ⅸ
循
環
器
系
の
疾
患

20
,4
81

33
76

4,
84
0

15
,4
99

9,
08
9

9,
80
4

14
42

2,
79
6

6,
93
4

3,
60
4

10
,6
79

19
33

2,
04
5

8,
56
6

5,
48
5

高
血
圧
性
疾
患

14
,8
98

5
30

3,
78
2

11
,0
57

6,
24
4

6,
68
9

1
22

2,
11
5

4,
54
1

2,
23
3

8,
21
3

3
8

1,
66
8

6,
51
7

4,
01
1

（
心
疾
患
（
高
血
圧
性
の
も
の
を
除
く
）
（
再
掲
）
）

3,
17
3

13
24

58
3

2,
55
1

1,
64
3

1,
86
5

7
12

41
6

1,
42
8

82
1

1,
30
8

6
12

16
7

1,
12
3

82
2

虚
血
性
心
疾
患

1,
41
7

1
4

27
5

1,
13
7

67
5

92
6

0
1

20
9

71
6

38
0

49
1

0
3

66
42
2

29
5

そ
の
他
の
心
疾
患

1,
75
6

13
20

30
9

1,
41
3

96
7

93
9

7
11

20
8

71
1

44
0

81
7

6
9

10
1

70
1

52
7

（
脳
血
管
疾
患
）
（
再
掲
）

1,
95
0

2
9

36
3

1,
57
0

1,
00
9

1,
01
8

1
5

21
0

79
7

45
7

93
1

1
5

15
3

77
3

55
2

脳
梗
塞

1,
32
5

1
2

18
9

1,
13
1

77
3

70
0

1
1

11
7

58
0

35
0

62
4

0
1

72
55
1

42
4

そ
の
他
の
脳
血
管
疾
患

62
8

1
8

17
4

44
0

23
7

31
8

0
3

93
21
8

10
8

30
9

1
4

81
22
2

12
9

そ
の
他
の
循
環
器
系
の
疾
患

46
1

13
13

11
2

32
3

19
4

23
4

4
4

55
17
0

95
22
7

9
8

57
15
3

99

 
２
：
平
均
診
療
間
隔
算
出
に
お
け
る
診
療
間
隔
99
日
以
上
を
除
外
し
て
算
出
し
て
い
る
。

［
参
考
値
］
新
推
計
（
案
）

総
数

男
女

（第２回ＷＧ 資料2-3-2）

64

テキスト ボックス
（第２回ＷＧ　資料2-3-2）


ANIHO
テキスト ボックス



（
単
位
：
千
人
）

平
成
29
年
10
月

総
数

０
～
１
４
歳

１
５
～
３
４

３
５
～
６
４

６
５
歳
以
上

（
再
掲
）

７
５
歳
以
上

総
数

０
～
１
４
歳

１
５
～
３
４

３
５
～
６
４

６
５
歳
以
上

（
再
掲
）

７
５
歳
以
上

総
数

０
～
１
４
歳

１
５
～
３
４

３
５
～
６
４

６
５
歳
以
上

（
再
掲
）

７
５
歳
以
上

Ⅹ
呼
吸
器
系
の
疾
患

6,
06
6

2,
11
9

56
3

1,
57
0

1,
80
7

99
1

2,
94
3

1,
17
3

23
6

61
8

91
5

50
6

3,
12
3

94
5

32
8

95
3

89
1

48
5

急
性
上
気
道
感
染
症

1,
28
6

63
4

17
0

30
8

17
1

89
57
3

32
8

53
13
0

63
31

71
3

30
7

11
6

17
9

10
8

58
肺
炎

99
12

3
16

66
48

54
7

1
8

37
25

45
6

2
8

29
23

急
性
気
管
支
炎
及
び
急
性
細
気
管
支
炎

45
4

27
5

34
76

68
29

20
8

13
4

15
31

28
15

24
6

14
1

20
45

40
15

気
管
支
炎
及
び
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

38
9

3
13

58
31
6

20
1

26
0

2
2

32
22
3

13
8

13
0

1
11

26
92

63
喘
息

1,
99
3

73
7

14
9

56
6

53
9

26
7

94
2

43
7

66
21
9

22
0

10
9

1,
05
0

30
0

83
34
7

31
9

15
7

そ
の
他
の
呼
吸
器
系
の
疾
患

1,
84
7

46
0

19
7

54
8

64
4

35
7

90
6

26
9

98
19
8

34
2

18
7

94
2

19
1

99
35
0

30
2

17
0

Ⅹ
Ⅰ
消
化
器
系
の
疾
患

16
,6
38

99
6

1,
52
9

6,
27
9

7,
78
5

3,
68
5

6,
98
8

52
2

67
5

2,
51
0

3,
26
9

1,
52
2

9,
65
1

47
4

85
4

3,
76
9

4,
51
7

2,
16
3

う
蝕

2,
60
5

40
7

42
9

98
7

77
5

33
5

1,
13
9

21
9

18
4

38
0

35
5

16
9

1,
46
6

18
8

24
5

60
7

42
0

16
6

歯
肉
炎
及
び
歯
周
疾
患

7,
08
6

33
9

52
8

2,
65
2

3,
54
7

1,
52
7

2,
86
3

17
3

23
7

1,
02
6

1,
42
2

61
3

4,
22
5

16
6

29
1

1,
62
7

2,
12
6

91
4

そ
の
他
の
歯
及
び
歯
の
支
持
組
織
の
障
害

2,
26
6

14
8

31
6

1,
02
8

76
5

32
0

90
8

73
15
2

36
9

31
1

12
5

1,
35
7

75
16
4

65
9

45
3

19
5

胃
潰
瘍
及
び
十
二
指
腸
潰
瘍

39
9

1
11

12
4

26
3

14
4

21
2

0
7

68
13
6

68
18
7

0
4

57
12
6

75
胃
炎
及
び
十
二
指
腸
炎

1,
12
5

4
41

40
7

67
3

35
3

41
4

2
19

13
9

25
4

13
6

71
2

2
22

26
8

41
9

21
8

肝
疾
患

52
3

1
20

22
5

27
8

13
2

24
8

1
10

11
8

12
1

50
27
5

1
11

10
8

15
7

82
そ
の
他
の
消
化
器
系
の
疾
患

2,
74
7

98
19
7

91
2

1,
53
2

88
8

1,
24
7

53
70

43
5

68
7

36
7

1,
50
0

45
12
7

47
7

84
5

52
1

Ⅹ
Ⅱ
皮
膚
及
び
皮
下
組
織
の
疾
患

4,
93
4

80
5

1,
02
9

1,
73
4

1,
36
2

71
9

2,
15
6

43
2

41
9

64
8

65
2

33
7

2,
77
8

37
3

60
9

1,
08
6

71
0

38
2

Ⅹ
Ⅲ
筋
骨
格
系
及
び
結
合
組
織
の
疾
患

9,
32
2

88
20
6

2,
38
3

6,
62
0

4,
03
2

3,
02
4

51
98

90
6

1,
96
1

1,
13
3

6,
29
8

37
10
7

1,
47
8

4,
66
0

2,
90
0

炎
症
性
多
発
性
関
節
障
害

1,
00
0

5
25

42
8

54
1

25
2

41
0

2
10

20
8

19
0

81
59
1

3
15

22
1

35
1

17
1

脊
柱
障
害

3,
64
7

16
98

96
0

2,
56
1

1,
58
1

1,
52
8

6
53

43
1

1,
03
5

61
4

2,
11
9

10
45

53
0

1,
52
7

96
7

骨
の
密
度
及
び
構
造
の
障
害

1,
15
0

4
6

10
6

1,
03
2

68
7

78
2

3
7

66
49

1,
07
2

1
3

99
96
5

63
7

そ
の
他
の
筋
骨
格
系
及
び
結
合
組
織
の
疾
患

3,
52
9

63
76

89
0

2,
49
1

1,
51
2

1,
01
3

40
33

26
5

67
2

39
0

2,
51
6

23
43

62
5

1,
82
0

1,
12
2

Ⅹ
Ⅳ
腎
尿
路
生
殖
器
系
の
疾
患

3,
76
1

48
43
0

1,
37
0

1,
90
6

1,
12
6

1,
70
5

29
41

36
4

1,
27
0

75
1

2,
05
9

19
38
9

1,
01
4

63
6

37
4

糸
球
体
疾
患
，
腎
尿
細
管
間
質
性
疾
患
及
び
腎
不
全

79
4

26
30

23
7

50
1

27
7

45
7

15
16

14
7

27
8

14
2

33
7

11
13

91
22
2

13
5

乳
房
及
び
女
性
生
殖
器
の
疾
患

1,
34
0

2
36
2

81
3

16
2

75
3

0
1

1
1

1
1,
33
7

2
36
2

81
2

16
1

74
そ
の
他
の
腎
尿
路
生
殖
器
系
の
疾
患

1,
70
3

19
38

34
7

1,
29
4

80
1

1,
29
0

14
25

22
6

1,
02
2

62
6

41
3

6
13

12
1

27
2

17
6

Ⅹ
Ⅴ
妊
娠
，
分
娩
及
び
産
じ
ょ
く

16
5

0
10
7

54
-

-
･

･
･

･
･

･
16
5

0
10
7

54
-

-
流
産

13
-

8
6

-
-

･
･

･
･

･
･

13
-

8
6

-
-

妊
娠
高
血
圧
症
候
群

3
-

2
1

-
-

･
･

･
･

･
･

3
-

2
1

-
-

単
胎
自
然
分
娩

16
0

10
5

-
-

･
･

･
･

･
･

16
0

10
5

-
-

そ
の
他
の
妊
娠
，
分
娩
及
び
産
じ
ょ
く

13
2

0
88

42
-

-
･

･
･

･
･

･
13
2

0
88

42
-

-
Ⅹ
Ⅵ
周
産
期
に
発
生
し
た
病
態

64
64

0
-

-
-

36
36

0
-

-
-

28
28

0
-

-
-

Ⅹ
Ⅶ
先
天
奇
形
，
変
形
及
び
染
色
体
異
常

29
9

17
3

41
46

40
15

14
6

88
20

20
18

7
15
2

85
21

26
21

8
Ⅹ
Ⅷ
症
状
，
徴
候
及
び
異
常
臨
床
所
見
・
異
常
検
査
所
見
で
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の

95
8

10
1

66
32
4

46
8

26
9

38
9

58
24

11
9

18
9

10
5

56
9

43
42

20
6

27
9

16
4

Ⅹ
Ⅸ
損
傷
，
中
毒
及
び
そ
の
他
の
外
因
の
影
響

2,
07
1

25
8

23
6

58
7

98
8

63
9

91
4

15
3

14
3

28
9

32
8

18
6

1,
15
6

10
4

93
29
7

66
0

45
3

骨
折

98
9

79
66

22
4

61
5

43
4

35
5

51
46

10
8

14
8

93
63
3

28
20

11
6

46
7

34
1

そ
の
他
の
損
傷
，
中
毒
及
び
そ
の
他
の
外
因
の
影
響

1,
08
4

17
8

17
0

36
2

37
4

20
5

56
1

10
2

97
18
2

18
1

93
52
4

75
74

18
1

19
3

11
2

Ⅹ
Ⅹ
Ⅰ
健
康
状
態
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
及
び
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

6,
53
4

95
6

94
7

1,
73
2

2,
92
7

1,
71
3

2,
33
4

46
8

18
9

55
3

1,
14
9

64
1

4,
20
1

48
8

75
9

1,
18
1

1,
77
8

1,
07
2

正
常
妊
娠
・
産
じ
ょ
く
の
管
理

40
5

0
28
9

11
6

-
-

･
･

･
･

･
･

40
5

0
28
9

11
6

-
-

歯
の
補
て
つ

2,
72
8

2
12
8

88
0

1,
71
0

96
3

1,
10
3

2
64

34
9

68
7

37
5

1,
62
6

1
65

53
2

1,
02
3

58
8

そ
の
他
の
保
健
サ
ー
ビ
ス

3,
52
7

95
4

56
0

76
3

1,
25
0

76
7

1,
27
8

46
7

13
3

21
1

47
4

27
0

2,
24
9

48
7

42
7

55
3

77
6

49
7

新
推
計
（
案
）

総
数

男
女

65



［
参
考
値
］

総
患
者
数
（
平
成
2
9
年
：
現
行
推
計
－
新
推
計
（
案
）
）
《
年
齢
階
級
，
傷
病
別
グ
ラ
フ
》

　
注
：
「
現
行
推
計
」
で
は
平
均
診
療
間
隔
算
出
に
お
け
る
診
療
間
隔
3
1
日
以
上
を
除
外
、
「
新
推
計
（
案
）
」
で
は
9
9
日
以
上
を
除
外
し
て
い
る
。

2
2
2

1
3
1

3
4
5

4
9
6

2
6
3

1
9

7
7

7
3
3

1
,4
6
7

8
0
6

1
2

3
2

9
0

6
9

4
0

3
7

1
4
7

1
,9
8
7

4
,1
1
2

2
,0
1
9

1
7
8

5
3
9

1
,7
3
1

1
,0
2
9

5
1
8

3
0
3

2
0
4

6
5
3

9
6
7

4
9
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［参考値］
再来患者の平均診療間隔（平成29年：現行推計－新推計（案）），病院－一般診療所，傷病大分類別

 ３：病院－一般診療所の総数には、歯科診療所を含む。

（単位：日） 平成29年10月

総数 病院 一般診療所 総数 病院 一般診療所 総数 病院 一般診療所

総数 11.6 12.4 11.8 20.8 26.9 20.1 1.79 2.17 1.70
Ⅰ感染症及び寄生虫症 10.8 12.7 10.3 19.9 27.4 17.4 1.84 2.16 1.69
腸管感染症 7.9 9.5 7.3 13.1 18.1 11.1 1.66 1.91 1.52
結核 13.2 13.1 13.5 24.9 26.5 14.6 1.89 2.02 1.08
皮膚及び粘膜の病変を伴うウイルス性疾患 10.4 12.5 10.2 14.9 20.4 14.2 1.43 1.63 1.39
真菌症 14.3 14.9 14.2 28.5 29.0 28.4 1.99 1.95 2.00
その他の感染症及び寄生虫症 10.0 12.9 8.2 22.1 31.6 13.9 2.21 2.45 1.70

Ⅱ新生物＜腫瘍＞ 11.6 11.6 11.5 25.1 26.2 20.0 2.16 2.26 1.74
（悪性新生物＜腫瘍＞）（再掲） 11.5 11.4 12.2 25.2 25.9 20.6 2.19 2.27 1.69
胃の悪性新生物＜腫瘍＞ 12.0 11.7 13.0 24.0 25.6 17.6 2.00 2.19 1.35
結腸及び直腸の悪性新生物＜腫瘍＞ 11.8 12.0 11.2 24.3 25.8 16.7 2.06 2.15 1.49
気管，気管支及び肺の悪性新生物＜腫瘍＞ 11.5 11.8 10.0 21.0 22.2 11.6 1.83 1.88 1.16
その他の悪性新生物＜腫瘍＞ 11.4 11.2 12.6 26.2 26.6 23.8 2.30 2.38 1.89
良性新生物＜腫瘍＞及びその他の新生物＜腫瘍＞ 11.6 12.2 10.5 24.7 27.4 19.0 2.13 2.25 1.81

Ⅲ血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 12.3 13.4 11.4 24.9 29.3 20.3 2.02 2.19 1.78
貧血 11.9 13.2 11.2 22.7 27.3 19.9 1.91 2.07 1.78
その他の血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 13.7 13.7 13.9 30.7 31.8 24.8 2.24 2.32 1.78

Ⅳ内分泌，栄養及び代謝疾患 17.2 15.8 17.6 30.2 36.5 27.8 1.76 2.31 1.58
甲状腺障害 15.6 14.4 16.4 35.5 39.3 32.7 2.28 2.73 1.99
糖尿病 17.6 16.2 18.1 30.3 35.8 27.4 1.72 2.21 1.51
脂質異常症 17.9 16.4 18.1 29.7 39.5 28.1 1.66 2.41 1.55
その他の内分泌，栄養及び代謝疾患 13.4 13.9 13.2 27.6 33.0 25.5 2.06 2.37 1.93

Ⅴ精神及び行動の障害 15.1 13.2 16.6 21.2 19.7 22.3 1.40 1.49 1.34
統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害 12.1 10.6 15.0 16.1 14.6 18.8 1.33 1.38 1.25
気分［感情］障害（躁うつ病を含む） 16.8 15.5 17.4 22.3 22.3 22.2 1.33 1.44 1.28
神経症性障害，ストレス関連障害及び身体表現性障害 17.6 16.3 18.0 25.1 25.3 25.1 1.43 1.55 1.39
その他の精神及び行動の障害 13.8 13.7 13.8 21.3 21.8 20.7 1.54 1.59 1.50

Ⅵ神経系の疾患 14.2 14.3 14.1 25.3 30.1 21.9 1.78 2.10 1.55
Ⅶ眼及び付属器の疾患 15.4 14.3 15.8 39.9 38.3 40.3 2.59 2.68 2.55
白内障 15.1 13.3 15.7 38.5 34.0 39.6 2.55 2.56 2.52
その他の眼及び付属器の疾患 15.6 14.8 15.8 40.4 39.9 40.5 2.59 2.70 2.56

Ⅷ耳及び乳様突起の疾患 9.2 12.7 8.7 15.0 27.8 12.8 1.63 2.19 1.47
外耳疾患 9.1 10.7 8.9 15.3 28.4 13.5 1.68 2.65 1.52
中耳炎 7.9 12.9 7.6 11.1 27.4 9.8 1.41 2.12 1.29
その他の中耳及び乳様突起の疾患 9.1 13.4 8.6 14.7 31.6 12.0 1.62 2.36 1.40
内耳疾患 11.0 13.0 10.4 19.6 27.9 16.8 1.78 2.15 1.62
その他の耳疾患 11.3 12.8 10.8 20.9 26.8 18.6 1.85 2.09 1.72

Ⅸ循環器系の疾患 17.4 15.2 17.9 27.5 33.5 25.7 1.58 2.20 1.44
高血圧性疾患 18.2 16.4 18.5 27.4 33.2 26.3 1.51 2.02 1.42
（心疾患（高血圧性のものを除く）（再掲）） 15.5 14.9 15.9 29.0 34.8 23.4 1.87 2.34 1.47
虚血性心疾患 15.7 14.5 16.5 31.4 37.3 26.0 2.00 2.57 1.58
その他の心疾患 15.4 15.1 15.5 27.3 33.2 21.6 1.77 2.20 1.39

（脳血管疾患）（再掲） 14.2 13.5 14.7 26.6 32.8 21.3 1.87 2.43 1.45
脳梗塞 14.4 13.6 14.8 25.6 32.4 20.8 1.78 2.38 1.41
その他の脳血管疾患 13.8 13.4 14.3 29.2 33.5 23.2 2.12 2.50 1.62
その他の循環器系の疾患 12.9 13.0 12.7 28.2 31.8 22.6 2.19 2.45 1.78

【参考】現行推計を1とした
    新推計（案）の比

注１：平成29年における傷病大分類は、「疾病、傷害及び死因の統計分類（ICD-10(2013年版)準拠）」を適用している。
 ２：「現行推計」では平均診療間隔算出における診療間隔31日以上を除外、「新推計（案）」では99日以上を除外している。

現行推計 ［参考値］新推計（案）
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（単位：日） 平成29年10月

総数 病院 一般診療所 総数 病院 一般診療所 総数 病院 一般診療所

【参考】現行推計を1とした
    新推計（案）の比

現行推計 ［参考値］新推計（案）

Ⅹ呼吸器系の疾患 10.4 13.1 10.0 17.9 26.7 16.2 1.72 2.04 1.62
急性上気道感染症 8.3 10.2 8.2 13.1 20.1 12.6 1.58 1.97 1.54
肺炎 6.6 9.7 4.5 11.9 19.7 5.6 1.80 2.03 1.24
急性気管支炎及び急性細気管支炎 7.6 9.6 7.4 11.5 18.2 10.6 1.51 1.90 1.43
気管支炎及び慢性閉塞性肺疾患 14.1 15.1 13.5 23.3 29.6 19.5 1.65 1.96 1.44
喘息 12.6 14.1 12.3 22.6 29.9 21.0 1.79 2.12 1.71
その他の呼吸器系の疾患 11.7 14.5 11.2 19.8 28.4 17.9 1.69 1.96 1.60

ⅩⅠ消化器系の疾患 10.9 13.2 13.5 18.1 27.7 22.6 1.66 2.10 1.67
う蝕 10.0 13.5 12.3 13.8 24.8 31.2 1.38 1.84 2.54
歯肉炎及び歯周疾患 12.1 12.5 15.8 21.8 27.0 27.6 1.80 2.16 1.75
その他の歯及び歯の支持組織の障害 8.8 12.0 11.6 10.9 19.8 19.2 1.24 1.65 1.66
胃潰瘍及び十二指腸潰瘍 14.6 14.7 14.5 26.1 31.0 22.7 1.79 2.11 1.57
胃炎及び十二指腸炎 13.9 14.1 13.8 23.7 27.5 22.5 1.71 1.95 1.63
肝疾患 11.6 13.4 10.3 24.8 32.4 18.0 2.14 2.42 1.75
その他の消化器系の疾患 12.7 13.2 13.8 23.8 28.3 23.6 1.87 2.14 1.71

ⅩⅡ皮膚及び皮下組織の疾患 13.3 13.1 13.3 27.1 27.2 27.1 2.04 2.08 2.04
ⅩⅢ筋骨格系及び結合組織の疾患 8.2 11.6 7.5 13.4 23.9 10.7 1.63 2.06 1.43
炎症性多発性関節障害 13.5 15.8 12.5 26.1 34.1 21.5 1.93 2.16 1.72
脊柱障害 7.0 10.6 6.4 10.9 21.8 8.8 1.56 2.06 1.38
骨の密度及び構造の障害 12.9 13.5 12.7 23.2 32.3 20.4 1.80 2.39 1.61
その他の筋骨格系及び結合組織の疾患 8.3 11.4 7.6 12.8 21.7 10.3 1.54 1.90 1.36

ⅩⅣ腎尿路生殖器系の疾患 7.1 7.8 6.7 14.9 20.3 11.9 2.10 2.60 1.78
糸球体疾患，腎尿細管間質性疾患及び腎不全 3.4 4.4 2.9 5.9 9.8 3.5 1.74 2.23 1.21
乳房及び女性生殖器の疾患 10.7 13.1 10.2 20.1 29.5 17.4 1.88 2.25 1.71
その他の腎尿路生殖器系の疾患 15.9 15.1 16.5 31.8 36.8 27.4 2.00 2.44 1.66

ⅩⅤ妊娠，分娩及び産じょく 10.6 12.0 9.4 12.6 15.2 10.2 1.19 1.27 1.09
流産 8.9 10.4 8.0 10.2 13.5 8.0 1.15 1.30 1.00
妊娠高血圧症候群 11.0 12.5 7.7 14.6 17.4 7.7 1.33 1.39 1.00
単胎自然分娩 13.2 13.7 8.2 17.3 18.2 8.2 1.31 1.33 1.00
その他の妊娠，分娩及び産じょく 10.7 11.9 9.7 12.6 15.0 10.5 1.18 1.26 1.08

ⅩⅥ周産期に発生した病態 14.4 15.4 10.5 25.8 28.2 11.6 1.79 1.83 1.10
ⅩⅦ先天奇形，変形及び染色体異常 13.1 14.1 10.6 29.8 32.9 20.2 2.27 2.33 1.91
ⅩⅧ症状，徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの 11.3 12.0 10.6 21.7 25.4 17.8 1.92 2.12 1.68
ⅩⅨ損傷，中毒及びその他の外因の影響 6.0 8.4 5.0 9.1 15.6 6.1 1.52 1.86 1.22
骨折 7.6 9.1 6.7 11.7 17.1 8.1 1.54 1.88 1.21
その他の損傷，中毒及びその他の外因の影響 5.1 7.8 4.2 7.7 14.2 5.2 1.51 1.82 1.24

ⅩⅩⅠ健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービスの利用 10.7 12.3 11.8 15.8 20.2 20.5 1.48 1.64 1.74
正常妊娠・産じょくの管理 13.8 14.1 13.6 15.7 16.3 15.0 1.14 1.16 1.10
歯の補てつ 9.8 14.4 14.7 11.9 23.6 23.1 1.21 1.64 1.57
その他の保健サービス 12.1 11.0 11.4 22.8 21.4 21.4 1.88 1.95 1.88
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